
召出
辛

九
九
七
年

一
月
よ
り

九
九
七
年

二
一月
ま
で

班

研

究

唐
宋
美
術
の
研
究

班
長

骨
布
川

寛

一
九
九
五
年
四
月
か
ら
五
ヶ
年
計
割
で
始
ま
っ
た
本

研
究
は
､
隔

･
唐

･
五
代

･
北
末
の
美
術
全
般
に
つ
い
て

よ
り
精
確
な
理
解
を
目
指
す
｡
将
に
繁
条
の
極
に
達
し
た

盛
唐
美
術
を
中
心
に
､
初
頭
か
ら
そ
こ
に
至
っ
た
過
程
､

ま
た
そ
こ
か
ら

一
韓
し
て
寓
宴
的
な
山
水

･
花
鳥
蓋
に

代
表
さ
れ
る
末
代
美
術
を
生
む
に
至

っ
た
背
景
な
ど
を

探
る
｡
具
鮭
的
な
方
法
と
し
て
は
出
土
や
侍
世
の
文
物
'

石
窟
寺
院
の
係
数
美
術
､
墓
論

･
書
論
の
芸
術
論
を
三
本

の
桂
と
し
て
､
蓉
表
と
合
意
を
交
え
て
進
め
て
い
-
｡
本

年
の
芸
術
論
の
合
頭
は

『益
州
名
董
鍍
』

(宇
佐
美
文
理

椿
富
)､
『
五
代
名
蓋
補
遺
』
(河
野
道
房
槍
嘗
)
を
取
り
上

げ
た
｡一

月
二
七
日

ベ
ル
-
ン
美
術
館
所
蔵
西
域
将
来

美
術
資
料
に
つ
い
て

梅
原

郁

黒
川
古
文
化
研
究
所
所
蔵
書
蓋
の

調
査
報
告

吉
田

晴
紀

唐
代
の
蒙
隷

鈴
木

洋
保

王
墓
の
名
物
撃
-
唐
宋
の
新
解
搾

六
月

一
六
日

六
月
三
〇
日

一
〇
月

一
三
日

一
〇
月
二
七
日

一
一
月

一
〇
日

一
一
月

一
七
日

二

月
二
四
日

一
二
月

八
日

一
二
月

一
三
日

等
経
借
侍
研
究

等
経
僧
と
は
'

再
び
東
方
朔
蓋
賛
碑
に
つ
い
て

宮
崎

洋

一

高
麗
の
壁
董
古
墳

南

秀
雄

｢竹
林
七
賢
圏
｣
に
つ
い
て

林

聖
智

江
蘇
漠
代
陶
桶
の
服
飾
に
つ
い
て

博

江

末
代
袷
董
論
に
お
け
る
形
象
の
問

題

宇
佐
美
文
理

『歴
代
名
書
記
』
と
そ
の
時
代

自

適
銘

京
都
精
華
大
学
所
蔵
漢
代
妻
像
石

拓
本
の
調
査
報
告

山
名

伸
生

龍
門

･
天
龍
山
石
窟
の
盛
唐
彫
刻

と
造
像
記

曽
布
川

寛

大
和
文
華
解
析
蔵
書
葦
の
調
査
報

告

板
倉

聖
哲

班
長

桑
山

正
進

イ
ン
ド
や
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
に

の
出
現

木
島

史
雄

や
っ
て
き
て
､
経
典
漢
葦
に
参
劃
し
た
価
数
倍
で
あ
る
o

か
れ
ら
に
関
す
る
情
報
は

『高
僧
侍
』
『績
高
僧
侍
』
『宋

高
僧
侍
』
な
ど
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
侍
記
を

班
員
の
専
門
分
野
で
あ
る
歴
史
､
言
語
'
宗
教
､
美
術
な

ど
多
角
税
鮎
を
も
っ
て
讃
解
検
討
し
､
四
世
紀
-
八
世
紀

の
､
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
南
ア
ジ
ア
に
わ
た
る
地
域
の
歴

史
､
文
化
､
そ
の
他
お
お
く
の
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
｡
あ
わ
せ
て
擦
る
べ
き
現
代
語
講
を
作
成
す

る
｡
研
究
合
は

l
九
九
六
年
四
月
か
ら
二
〇
〇

l
年
三
月

ま
で
隔
週
の
月
曜
日

(二
時
-
五
時
)
に
文
戯
セ
ン
タ
ー

合
議
室
で
開
催
｡

中
国
音
韻
史
の
研
究

班
長

高
田

時
雄

本
研
究
班
は

一
般
の
書
目
に
は
著
録
さ
れ
る
こ
と
の

稀
な
明
清
の
韻
撃
関
係
の
書
物
を
取
り
上
げ
'
序
蚊
や
凡

例
を
謹
み
つ
つ
､
そ
の
資
料
的
性
格
を
聞
明
し
､
明
清
の

音
韻
史
を
辿
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
最
終
的
に
は

『小
学
考
』
の
補
編
と
も
い
う
べ
き
明
清
の
音
韻
撃
書
の

提
要
の
作
成
を
目
的
と
す
る
｡

分
館
改
修
工
事
の
た
め
､
暫
時
休
合
し
て
い
た
が
､
夏

休
み
明
け
か
ら
再
開
し
'
フ
ラ
ン
ソ
ワ
-
ズ

･
ポ
ッ
テ

ロ
､
鎖
骨
憎
､
木
津
祐
子
'
張
猛
の
各
氏
の
報
告
を
得
た
｡

研
究
班
の
成
果
は
首
面
､
論
文
集

『中
開
近
世
の
音
韻

撃
』
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
計
割
で
あ
る
｡

蓮
境
出
土
木
簡
の
研
究

班
長

富
谷

至

私
た
ち
の
研
究
班
は
､
居
延
漢
簡
や
敦
煙
漢
筒
な
ど
の

出
土
資
料
を
古
文
書
学
的
手
法
を
通
し
て
讃
み
解
-
こ

と
を
課
題
と
し
て
い
る
｡
本
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
績

き
､
『敦
煙
漢
簡
』
(甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
､

一
九

九

一
年
､
北
京
､
中
華
書
局
)
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
取
り

上
げ
た
｡
木
簡
現
物
に
よ
っ
て
研
究
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
私
た
ち
は
､
次
善
の
策
と
し
て
同
書
所
収
の
駕
異
国
版

に
よ
る
合
議
を
行
い
､
同
書
の
搾
文
と
は
別
途
に
新
し
い

樺
讃

･
注
解
の
作
業
を
進
め
て
い
る
｡
次
年
度
か
ら
は
い

793
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よ
い
よ
そ
の
取
り
纏
め
の
作
業
に
入
る
で
あ
ろ
う
｡

中
国
技
術
の
侍
統

班
長

田
中

淡

｢中
国
技
術
史
の
研
究
｣

に
引
き
績
い
て
､

1
九
九
六

年
か
ら
五
年
間
の
計
劃
で
､
中
国
技
術
の
侍
続
と
特
質
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
-
｡
基
本
的
に
は
生
活
科
学
技

術
を
中
心
と
す
る
が
'
し
か
し
前
研
究
班
の
過
程
で
脱
げ

な
が
ら
み
え
て
き
た
中
国
技
術
史
に
お
け
る
研
究
課
題

は
､
特
定
の
時
代
､
分
野
に
偏
重
し
な
い
｡
一
般
的
に
は
'

技
術
と
科
学
の
相
関
､
技
術
者
と
社
合
､
生
活
科
撃
の
特

質
､
少
数
民
族
の
技
術
､
等
々
の
主
題
に
関
わ
る
で
あ
ろ

う
L
t
個
別
的
に
は
､
農
業
'
嘗
撃
､
土
木
建
築
､
紡
績
､

数
学
'
天
文
学
､
化
学
､
そ
の
他
の
領
域
に
接
が
る
で
あ

ろ
う
｡
合
講
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
､
引
き
績
い
て
元

･

王
威
の

『農
書
』
農
器
囲
譜
の
讃
注
作
成
を
す
す
め
て
ゆ

-
.
盃
行
し
て
､
技
術
史
の
諸
分
野
に
わ
た
る
班
員
の
研

究
蓉
表
を
随
時
お
こ
な
う
｡

標
記
の
期
間
に
'
王
繭

『農
書
』
農
器
囲
譜

･
若
裸
門

の
葦
注
を
栢
本
泰
生
'
武
田
時
日
日
､
新
井
曹
司
､
森
村
謙

一
が
猪
首
し
た
｡
ま
た
左
の
研
究
費
表
が
お
こ
な
わ
れ

た
｡

一
月
二
八
日

中
国
肇
耕
史

に
お
け
る
雲
南
地
方

の
肇

渡
部

武

二
月

丁
八
日

『営
造
法
式
』
の
特
質

園

慶
華

三
月

一
二
日

7
-
ケ

『
暦
法
問
答
』
に
つ
い
て

橋
本

敬
造

四
月
二
二
日

庭
園
と
権
力
者
た
ち
-
魂

･
明
帝

を
中
心
に
し
て

村
上

嘉
寅

魂
晋

の
洛
陽

に

つ
い
て
ー
北
貌
洛

陽

の
基
礎
を
作

っ
た
の
は
曹
貌

･

明
帝
だ

っ
た

外
村

中

五
月

二
二
日

前
漢
墓

の
研
究

-
埋
葬
施
設

の
博

続
と
改
革

責

暁
券

五
月
二
七
日

甲
骨
文
所
反
映
的
農
業
習
俗

(上
)

宋

鎮
豪

六
月

一
〇
日

安
藤
昌
益
に
つ
い
て
-
刊
本

『自
然

展
営
造
』
お
よ
び

『
統
道
真
博
』
に

み
え
る
時
聞
感
覚

小
林

博
行

六
月
二
四
日

『大
南

7
統
志
』
に
書
か
れ
た
フ
エ

に
つ
い
て

責

蘭
期

七
月

八
日

中
国
樹
木
盆
景

の
整
姿
技
術

の
襲

蓮
と
蓉
展

李

樹
華

一
〇
月
二
八
日

甲
骨
文
所
反
映
的
農
業
習
俗

(下
)

宋

鏡
豪

中
国
の
薩
制
と
薩
畢

班
長

小
南

l
郎

嘗
研
究
班
は
､
周
程
を
貢
公
彦
疏
に
よ

っ
て
讃
み
'
経

文
と
鄭
玄
注
に
和
讃
と
注
樺
を
施
す
と
同
時
に
､
そ
こ
に

記
述
さ
れ
て
い
る
躍
制
度
や
そ
れ
の
関
わ
る
器
物
な
ど

に
つ
い
て
資
料
を
集
め
､
検
討
を
加
え
て
い
る
｡
本
年
の

合
議
は
､
周
蔵
春
宮
の
最
後
に
近
い
郡
分
に
ま
で
進
み
､

車
馬
制
度
な
ど
に
つ
い
て
考
え
た
｡

そ
れ
と
退
行
し
て
'
班
員
に
よ
る
､
次
の
よ
う
な
研
究

費
表
が
行
わ
れ
た
｡

一
月
二
八
日

貢
公
彦
周
穫
疏
序
を
め
ぐ

っ
て

張

賓
三

二
月

1
八
日

馬
の
犠
牲
と
養
霊
儀
穫

小
南

一
郎

五
月

六
日

中
国
に
お
け
る
鐙
制
研
究
の
現
況

六
月

一
七
日

七
月

八
日

一
一
月

四
日

一
一
月
二
八
日

1
二
月

二
日

唐
代
宗
教
の
研
究

宋

鎮
豪

周
程
に
見
え
る
サ
イ

エ
ン
ス

武
田

時
昌

周
穫
音
義
に
見
る
四
馨
別
義

森
賀

一
恵

冬
官
不
仁
論
か
ら
見
た
末
か
ら
明

へ
の
軽
挙
の
特
徴

小
島

毅

大
暗
中
時
考

大
川

俊
隆

宋
代
の
伺
堂
-

家
槽
ま
で

吾
妻

重
二

班
長

吉
川

忠
夫

794

前
年
に
ひ
き

つ
づ
い
て
唐
の
紳
清
撰

『
北
山
録
』
全
十

巻
の
合
譲
を
行
い
'
捧
富
の
班
員
が
準
備
し
た
諸
法
稿
を

検
討
し
な
が
ら
巻
五

｢樺
質
問
｣
の
な
か
ば
ま
で
讃
み
進

ん
だ
｡
そ
の
間
､
十

一
月
十
九
日
に
は
福
永
光
司
氏
を
講

師
に
招
き
'
｢親
鷲
の

『
数
行
信
謹
』
化
身
土
巻
末
と
膚
の

法
琳

『輯
正
論
』
｣
と
題
す
る
話
を
う
か
が

っ
た
｡

文
戯
と
情
報

班
長

勝
村

哲
也

研
究
方
法
と
状
況
は
昨
年
と
襲
り
が
な
い
｡
本
年
も
改

修
工
事

で
書
庫

の
使
用
が
で
き
な
い
た
め
文
戯
班
の
仕

事
は
調
査
に
比
重
が
あ

っ
た
｡
建
仁
寺
両
足
院
は
尾
崎
､

牧
野
が
､
封
属
宗
家
及
び
琉
球
同
家
の
蔵
書
は
勝
村
が
壬

と
し
て
塘
首
し
た
｡
十
月
に
金
'
木
島
､
小
林
'
池
田
､

藤
本
'
森
田
が
ソ
ウ
ル
に
､
十

一
月
に
勝
村
が
バ
ー
ク
レ

イ
に
訪
書
旅
行
を
し
た
｡
安
平
秋
教
授
及
び
所
内
の
木
島

が
研
究
費
表
を
行

っ
た
｡

情
報
班
は
丹
羽
'
勝
村
を
中
心
に
約
六
寓
の
漢
字

フ
ォ

ン
ト
を
公
開
利
用
す
る
た
め
の
研
究
開
饗
に
あ
た

っ
た
｡

九
月
､

1
0
月
に
は
謝
清
俊
､
謝
温
春
教
授
を
招
請
L
t
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電
子
漢
字
の
国
際
化
を
め
ざ
し
て
共
同
研
究
を
進
め
'
学

術
情
報
セ
ン
タ
ー
国
際
高
等
セ
-
ナ
-
ハ
ウ
ス
で
二
度
'

研
究
所
で

一
度
の
検
討
合
と
報
告
合
を
も

っ
た
｡
チ
ャ
ー

ル
ス
‥
､､
エ
ラ
ー
'
ル
イ
ス
･
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
教
授
等
の

参
加
を
得
た
｡

梁
啓
超
の
研
究
-
そ
の
日
本
を
媒
介
と
し
た
西
洋
近
代

認
識
に
つ
い
て
-

班
長

狭
間

直
樹

｢
梁
啓
超
の
研
究
｣
は
､
中
国
の
近
代
世
界
認
識
形
成
'

お
よ
び
近
代
西
洋
学
術
文
化
の
掻
取
に
多
大
な
貢
献
を

し
た
梁
啓
超
の
西
洋
近
代
文
明
掻
取
の
過
程
を
､
そ
の
菌

口
に
な

っ
た
日
本
の
媒
介
作
用
に
着
日
し
て
研
究
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
本
班
は
論
文
執
筆
の
準
備
の
た

め
に

一
年
延
長
し
､
本
年
度
は
論
文
原
稿
の
提
出
と
そ
の

討
議
に
あ
て
ら
れ
た
｡
こ
こ
三
年
の
研
究
蓄
積
の
上
に
､

多
-
の
新
知
見
を
含
む
梁
啓
超
論
が
披
露
さ
れ
､
研
究
報

告
用
の
論
文
が
基
本
的
に
揃

っ
た
と
い
え
る
｡
本
年
の
班

員
報
告
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

一
月

一
〇
日

啓
蒙

の
行
方
-
梁
啓
超

の
評
債

に

つ
い
て
-
付
‥
啓
蒙
と

『和
文
漢
讃

法
』

井
波

陵

1

1
月
二
四
日

康
有
馬
と
梁
啓
超
の
関
係
再
検
討

竹
内

弘
行

二
月

七
日

梁
啓
超

〟三
界
″
の
革
命
説

山
田

敬
三

二
月
二
一
日

梁
啓
超
と
〟

近
代
の
超
克
″
論

中
村

哲
夫

三
月

七
日

梁
啓
超
と
明
治
法
政
思
想山

室

信

一

中
国
共
産
主
義
と
日
本
-
忠
恕

･
連
動

･
識
字

班
長

狭
間

直
樹

現
在
の
中
国
が
中
鱗
共
産
薫

の
支
配
す
る

｢共
産
主

義
｣
の
国
家
と
し
て
の
中
華
人
民
共
和
国
で
あ
る
こ
と

は
､
明
白
な
事
賓
で
あ
る
.
中
国
近
代
史
の

1
つ
の
轟
結

と
し
て
こ
の
中
華
人
民
共
和
閲
の
誕
生
に
い
た
る
経
過

を
振
り
返
る
に
は
､
二
十
世
紀
に
お
い
て
猪
特
の
歴
史
現

象
と
し
て
出
現
し
た
世
界
の
共
産
主
義
と
の
関
連
で
と

ら
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
'
そ

の
さ
い
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本

(朝
鮮
を
含
め
)
と
の

密
接
な
か
か
わ
り
の
探
究
が
と
り
わ
け
必
要
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
.
本
研
究
は
､
中
国
共
産
主
義
の
あ
り
よ
う
に

日
本
と
の
関
連
に
お
い
て
'
思
想

･
運
動

･
戦
争
の
諸
側

面
か
ら
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

五
月

一
六
日

研
究
班
を
始
め
る
に
あ
た

っ
て

五
月
三

〇
日

六
月

1
三
日

七
月

l
八
日

九
月

l
九
日

一
〇
月

三
日

l
〇
月
二
四
日

狭
間

直
樹

左
聯
時
代
の
胡
風

山
田

敬
三

支
恩
奇
と
日
本

Jo
s
h
u
a
F
o
g
e
t

晩
晴
改
革
史
研
究
輿
実

啓

超
王

暁

秋

｢中
閲
共
産
業
宣
言
｣

と

｢中
共
三

月
合
議

(
一
九
二

一
年
)
｣
の
謎

石
川

商
港

満
城

マ
ル
ク
ス
主
義

と
中
国
共
産

賞

江
田

憲
治

地
下
薫
員
に
よ
る
倫
障
期
上
海

の

文
聾
活
動
-
雑
誌

『
雑
誌
』
の
周

追
-
地
下
薫
員
と
漢
肝
の
閲
で

潰
田

鹿
矢

一
一
月

七
日

厳
復
思
想

に
お
け
る
中
国
固
有

の

哲
学
概
念

孫

路
易

二

月
二
1
日

日
本
と
中
図
に
お
け
る
唯
物
論

の

展
開

中
村

哲
夫

一
二
月

五
日

戦
時
動
員

の
思
想
-
富
海
宗

･
毛

帯
東

･
近
代
の
超
克

緒
形

康

中
国
近
代
の
都
市
と
農
村

班
長

森

時
彦

都
市
と
農
村
の
関
係
を
主
軸
に
ロ
ン
グ

ス
パ
ン
で
中

国
近
代
史
を
縦
断
的
に
と
ら
え
な
お
し
､
前
近
代
か
ら
現

代
に
か
け
て
の
中
国
の
社
台
愛
動
を
巨
硯
的
に
分
析
す

る
顧
座
の
形
成
を
め
ざ
し
て
､

一
九
九
三
年
に
五
カ
年
計

劃
で
ス
タ
ー
ト
し
た
本
研
究
班
は
､
い
よ
い
よ
最
終
年
度

を
迎
え
､
研
究
成
果
の
と
り
ま
と
め
に
向
け
て
準
備
作
業

に
入

っ
た
｡
と
く
に
九
月
以
降
は
'
報
告
論
文
集
に
執
筆

を
濠
定
し
て
い
る
班
員
に
論
文

の
草
稿
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
､
全
員
で
そ
の
検
討
を
重
ね
る
作
業
に
ほ
と
ん
ど

の
時
間
を
さ
い
た
｡
全
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
う
や
は
り

中
国
近
代
化
の
先
端
を
き

っ
た
地
域

で
あ
る
長
江
デ
ル

タ
､
珠
江
デ
ル
タ
に
関
心
が
集
ま
り
'
農
工
商
の
各
方
面

か
ら
両
地
域

に
お
け
る
都
市
と
農
村
の
関
係
を
解
明
す

る
新
知
見
を
も
り
こ
ん
だ
論
文
が
出
揃
い
つ
つ
あ
る
｡

l
月

1
七
日

オ
ー
ス
ト
ラ
-
ア
に
お
け
る
中
国

移
民
史
研
究
の
紹
介

中
島

勝
住

1
月
三
1
日

農
村
と
財
政
-
財
政
包
千

の
歴
史

的
位
相

岩
井

茂
樹

二
月

一
四
日

商
合

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
神
戸
中

華
纏
商
合

陳

来
幸

二
月
二
1
日

孫
中
山
輿
蘇
聯
-
閲
於

〟

西
北
計

劃
″

王

永

群

795
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二
月
二
八
日

コ
-
ン
テ
ル
ン
と
中
共
農
民
方
針

石
川

威
浩

四
月

一
八
日

老
農
民
に
聴
く
五
十
年
代
以
前
の

都
市
と
農
村

か
島

泰
雄

五
月

九
日

摘
発
民
初
の
製
造
品
課
税
問
題
-

内
地
流
通
税
政
策
を
中
心
と
し

て

林
原

文
子

五
月
二
三
日

六
月

六
日

六
月
二
〇
日

L
月

1

‥
臼

九
月
二
六
日

1
0
月
1
七
日

1
0
月
三

1
日

二

月

一
四
日

珠
江
デ
ル
タ
の
農
村
敢
合
と
都
市

～
紳
々
･
｢牡
禽
｣
･
市
場片

山

鞘

中
国
近
代
学
校
文
化
史
の
試
み

中
島

梼
蛙

郷
治
と
侍
統
思
想

森

紀
子

清
末
民
初
奉
天
省
に
お
け
る
財
政

問
題
-
張
作
憲
政
権
威
豆
の
背
景

泌
谷

由
墾

近
代
中
国
の
農
村
と
確
カ
ー
山
西

の
村
政

瀧
田

剛

清
末
虞
東
の
教
育
に
つ
い
て
-
痩

有
馬
の
教
育
思
想
と
の
関
連
で

朝
倉

美
香

中
隊
共
産
業
史
に
お
b
る
都
市
と

農
村

江
田

憲
治

黄
河
補
修
事
業
に
つ
い
て
の

1
考

蘇
-
山
東
巡
撫
錬
士
米
州
に
よ
る
民

稔
の
翠
制
内
化
を
中
心
に細

見

和
弘

抗
日
懸
軍
前
中
国
電
力
産
業
の
基

本
動
向
-
江
森
省
に
お
け
る
挙
例

研
究

(
一
九
二
五
-

一
九
三
七
年
)

金
丸

裕

1

二

月
二
八
日

宗
族
の
生
活
空
間
と
し
て
の
申
園

の
自
然
村
落

中
村

哲
夫

山
二
月

小
二
己

長
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
商
食
の
展

開
に
つ
い
て

陳

来
季

北
朝
後
学
期
沸
教
思
想
史
研
究

班
長

荒
牧

戯
俊

北
朝
後
半
期
の
い
わ
ゆ
る

｢地
論
宗
文
数
｣
で
あ
る
敦

建
寓
本
､
ス
タ
イ
ン
文
書
六

一
三
及
び
四
三
〇
三
の
テ
ク

ス
ト
を
確
定
し
訓
讃
す
る
作
業
が
終
了
し
た
段
階
で
､
そ

こ
に
見
ら
れ
る
沸
教
思
想
史
の
展
開
が
､
結
局
は

『大
乗

起
信
論
』
へ
と
完
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
の
で
､
急
速
､
『大
乗
起
信
論
』
を
訓
読
し
現

代
語
謬
し
な
お
し
､
そ
の
思
想
史
的
位
置
を
確
認
す
る
作

業
に
入

っ
た
｡
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

『大
乗
起
信
論
』
の

暫
轡
思
想
が

｢北
宗
聯
｣
へ
と
継
承
き
れ
､
さ
ら
に
六
耐

慧
能
の
帝
が
成
豆
す
る
に
至
る
と
い
う
恩
恵
史
の
見
通

し
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
､
と
考
え
た
の
で
あ
る
O

次
年
度
は
'
こ
の
作
業
を
纏
績
す
る
こ
と
と
前
行
し
て
､

班
員
の
報
告
論
文
の
橡
備
啓
蒙
を
行
う
像
定
で
あ
る
｡
今

年
度
は
う
つ
ぎ
の
研
究
費
表
を
行

っ
た
｡

五
月

〓
ハ
日

南
北
朝
の
数
列
と
地
論
宗
の

｢宗
｣

に
つ
い
て

船
山

徹

1
0
月
三

l
日

中
圃
山
東
省
､
河
北
省
､
遼
寧
省
沸

教
遺
跡
等
調
査
報
告

上
山

大
唆

t
l
月

一
四
日

中
歯
思
想
史
に
お
け
る
大
乗
起
信

論
の
城
豆
LJ
妓
関
に
つ
い
て

荒
牧

典
俊

日
･
申

･
朝
閲
の
相
互
認
識
と
謀
解
の
表
象

淡
最

∫
.
フ
ォ
ー
ゲ
ル

I;
宇

i=J
l

796

日
本

･
中
鰐

･
朝
鮮
の
三
国
間
に
は
隣
接
し
た
政
治

社
食
と
し
て
相
互
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ

っ
て
認
識
上
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
､
そ
れ
が
時
に
政
治
的
封
豆
そ
の
も

の
の
索
因
と
さ
え
な
っ
て
重
た
｡
も
ち
ろ
ん
､
そ
の
背
景

に
は
様
々
な
事
情
が
あ
り
､
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
｡
そ
う
し
た
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
や
誤
解
が
､
い

か
に
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
､
い
か
に
反
復

･
樽
承
さ
れ
て

き
た
か
､
を
洗
い
出
し
､
そ
の
克
服
の
方
途
を
探
る
こ
と

は
今
日
い
っ
そ
う
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
0
本
研
究
で

は
自
民
族
中
心
主
義
そ
の
も
の
を
前
提
と
し
つ
つ
､
新
た

な
民
族
閲
の
相
互
認
識
を
い
か
に
し
て
創
出
し
う
る
か

と
い
う
問
題
意
識
に
亘

っ
て
試
行
的
議
論
を
重
ね
て
き

た
｡
し
か
し
な
が
ら
問
題
の
性
格
上
､
研
究
班
内
で
の
議

論
を
､
雷
該
地
域
や
異
な
っ
た
地
域
に
住
む
研
究
者
の
見

解
と

つ
き
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
が
不
可
級
で
あ
る
こ
と

は
研
究
合
聾
足
時
か
ら
認
識
さ
れ
て
お
り
､
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
を
前
提
と
す
る
試
行
的
共
同
研
究
と
し

て
運
営
さ
れ
た
和
に
､
こ
の
共
同
研
究
の
特
色
が
あ

っ

た
｡
そ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
'
八
ヶ
国
四
十
名
の
研

究
者
の
参
加
を
得
て
開
催
し
､
ま
た
人
文
科
学
研
究
所
の

夏
期
講
座
に
お
い
て
も
共
同
研
究
の
成
果
の

1
部
を
賛

表
し
た
rJ

な
お
'
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
討
議
録
の
公
刊
を
も
っ
て
本

研
究
は
終
了
す
る
C

班
員

飛
鳥
井
雅
道

岩
井
茂
樹

落
合
弘
樹

龍

谷
直
入

小
林
博
行

佐
々
木
克

瀧
井

山
博

狭
聞
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直
樹

水
野
直
樹

森

時
彦

安
田
敏
明

山
本
有

遭

(以
上
所
内
)
河
田
悌

1

陶

練
成

ハ以
上
関
西
大
)

石
川
頑
浩

李

蔵
東

(神
戸
大
)
西
村
成
雄

(大
阪
殊

大
)
奥

宏
明

(精
華
大
)
文

京
殊

(立
命
館
大
)
斎

藤
希
史

(奈
良
女
子
大
)
藤
永

壮

(大
阪
産
大
)
安
富

歩

(名
古
屋
大
)
服
部
龍
二

(千
葉
大
)

四
月

1
四
日

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
打
合
わ
せ

五
月

l
二
日

近
代

｢国
語
｣
論
と
異
言
語
認
識

安
野

敏
朗

六
月

九
日

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
打
ち
合
わ
せ

六
月
二
七
日
-
二
九
日

闘
樵
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催

六
月
二
七
日

開
合
挨
拶
-
山
本

有
造

司
合
‥
龍
谷

直
入

趣
旨
説
明

‥

山
室

信

山

基
謂
講
演
-

Jo
sh
u
a
A
.
F
oge

l

｢相
互

認
識
と
は

何

か

｣

セ
ッ
シ
ョ
ン
①
-
東
ア
ジ
ア
世
界
の
枠
組
と
相

互
認
識

司
合
-
陶

徳
民

報
告

∵
･山
室
信

山
｢三
極
間
認
識
の
枠
組

と
そ
の
表
象
｣

コ
メ
､/
ー
‥
R
2
】a
-d
｣
cb
y

報
告

二
･･張

啓
雄
｢
国

際

秩
序
原
理
の
葛

藤
-
･準
韓
宗
藩
原
理
を
め
ぐ
る
義

世
凱
の
名
分
秩
序
戟
-
｣

コ
メ
ン
ト
-
西
村

成
雄

六
月
二
八
日

セ
ッ
シ
ョ
ン
②
二
相
互
認
識
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

司
合
‥
石
川

誠
港

報
告

三
-
金

無
徳

｢中
日
相
互
認
識
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
摩
擦
の
構
造
｣

コ
メ
ン
ト
-
呉

宏
明

報
告

四
-
鄭

信
暫

｢率
図
･
商
北
朝
鮮
の

歴
史
的
関
係
と
相
互
認
識
｣

コ
メ
ン
ト
-
水
野

直
樹

セ
ッ
シ
ョ
ン
③
‥
璃
換
期
の
相
互
認
識

司
合
-
岩
井
茂
樹

報
告

五
‥
黄

白
進

｢辛
亥
革
命
と
日
本

-
革
命
寂
と
支
援
者
と
の
相
互
認

識
と
誤
解
-
｣

コ
メ
ン
ト
‥
狭
間

直
樹

報
告

六
‥
妾

昌

山
｢近
代
朝
鮮
の
日
本
綴

識
1
東
学
を
中
心
に
t
｣

コ
メ
ン
ト
-
落
合

弘
樹

六
月
二
九
日

セ
ッ
シ
ョ
ン
④
-
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る

言
説

司
魯
-
金

文
京

報
告

七
-
翠

活
仁

｢｢国
民
文
学
論
｣
と

｢ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
｣
問
題
｣

コ
メ
ン
ト
-
粛
春

希
史

報
告

八
-
樽

泰
機

｢
臼
帝
植
民
地
支
配
の

遺
産
に
封
す
る
韓
国
人
の
認
識
問

題
｣

コ
メ
ン
ト
-
藤
永

壮

セ
ッ
シ
ョ
ン
⑤
-
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
言
説
の

現
在

司
合
-
龍
谷
直
入

報
告

九
-
季

衛
東

｢束
ア
ジ
ア
に
お
け
る

過
剰
防
衛
の
循
環
に
お
け
る
言
説

の
作
用
-

｢
ノ
ー
｣
の
語
り
手
と
間

轟
手
の
関
係
を
中
心
に
…
｣

コ
メ
ン
ト
-
文

京
殊

纏
括
討
論

司
魯
=
河
田
悌

一

閉
合
挨
拶
-
山
本

有
造

｢大
東
豊
美
菓
圏
｣
の
経
済
構
造

班
長

山
本

有
遣

先
の
山
本
班

『｢浦
洲
拭
｣
の
研
究
』
の
終
了
を
う
抄
､

封
象
を

｢大
東
亜
共
栄
圏
｣
に
贋
げ
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
る
が
､
普
面
は
経
済
史
に
分
析
封
象
を
し
ぼ
り
､
in
･

ten
siv
e
な
共
同
研
究
を
行
い
た
い
O
で
き
れ
ば
､
い
ず

れ
橡
定
す
る
『｢大
東
亜
共
栄
樹
｣
の
研
究
』
の
た
め
の
準

備
合
的
性
格
を
持
た
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
O
現
在
､
水

曜
日
隔
週
に
研
究
食
を
開
い
て
い
る
O

な
お
'

一
九
九
七
年
三
月
､
報
告
論
文
集
を
刊
行
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
了
し
た
｡

異
言
語
接
鰯
の
場
と
し
て
の
十
九
世
紀
日
本

班
長

祭
藤

希
史

本
研
究
は
'
十
九
世
紀
の
日
本
と
い
う
時
空
閲
を
さ
ま

ざ
ま
な
言
語
が
接
解

･
混
清
し
た
場
と
し
て
と
ら
え
'
そ

こ
で
何
が
生
ま
れ
､
ま
た
滑
え
で
い
っ
た
の
か
を
考
え
る

も
の
で
あ
り
'
九
七
年
三
月
を
も
っ
て
終
了
し
た
｡
報
告

者
は
､
本
研
究
の
一
つ
の
焦
鮎
で
も
あ
っ
た
､
幕
末
か
ら

明
治

･
大
正
に
至
る
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
翰
入

･
翻
葦

･

借
用
･
磨
用
な
ど
に
つ
い
て
､
小
項
目
形
式
の
刊
行
物
と

し
て
作
成
さ
れ
る
濠
定
で
あ
る
｡
舞
蔓
は
日
本
に
と
ど
ま

ら
ず
､
朝
鮮

･
中
国

･
ロ
シ
ア
に
も
及
び
､
話
題
も
布

教

･
外
囲
語
草
習

･
図
譜
教
育
な
ど
各
方
面
に
展
開
し

て
い
る
O
す
で
に
何
回
か
の
原
稿
検
討
を
へ
て
､
九
八
年

上
翠
期
を
目
盛
に
刊
行
さ
れ
る
選
び
で
あ
る
O
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兼
ア
ジ
ア
の
日
常
に
お
け
る
雨
界
媒
介
事
象
の
比
較
研

究

班
長

三
浦

国
雄

最
終
年
度
の
最
後
の
三
カ
月
は
､
別
表
の
よ
う
に
五
回

の
研
究
禽

･
八
件
の
替
表
を
こ
な
す
精
励
ぶ
り
で
あ

っ

た
o
さ
ら
に
そ
れ
と
壷
行
し
て
､
九
七
年
の
1
月
に
は
､

横
山
班
員
の
主
宰
す
る
第
八
合
京
都
国
際
セ
",
チ
-

｢安

定
社
食
の
練
合
研
究
｣
で

｢な
か
だ
ち
｣
を
テ
ー
マ
に
菓

り
上
げ
て
も
ら
い
'
以
下
の
班
員
が
参
加
し
､
登
表
等
を

行

っ
た
O

横
山

維
括
お
よ
び
静
索

｢色
遇
に
お
け
る
和
合

持
嬢
の
智
恵
｣

藤
井

(譲
)
講
評

金

｢東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
開
的
知
識
人
の

地
位
と
活
動
｣

三
浦

｢媒
介
と
し
て
の
気
｣

詳
細
は
､
京
都
ゼ
ミ
ナ
-
ル
ハ
ウ
ス
静
行

『安
定
敢
食

の
練
合
研
究
-
こ
と
が
お
こ
る

･
つ
づ
く
/
な
か
だ
ち

を
め
ぐ

っ
て
』
(
1
九
九
七
年
六
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
O

ま
た
､
班
員
の
う
ち
､
｢媒
介
の
島
｣
神
経
に
関
心
を
寄

せ
る
者
が
相
諮
り
､
｢久
米
島
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
諸
文

化
の
媒
介
事
象
に
親
す
る
練
合
研
究
｣
と
い
う
長
々
し
い

タ
イ
ト
ル
を

つ
け
て
科
研
費
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
､
認
可

さ
れ
､
現
在
そ
の
活
動
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
附
記
し

て
お
く
O
｢媒
介
｣
へ
の
道
は
'
三
年
で
踏
破
し
う
る
ほ
ど

生
易
し
く
は
な
い
の
で
あ
る
｡
但
し
､
次
年
度
内
に
報
告

書
刊
行
を
果
た
し
た
い
｡

班
員

木
島
史
雄

金

文
京

斉
藤
希
史

瀧
井

7
博

藤
井
正
人

藤
田
陸
別

三
浦
隣
雄

横
山
俊

夫

(以
上
所
内
)

北
畠
渡
文

(食
撮
科
挙
研
)

藤
井
譲

檎

(文
学
部

)

梅
谷
栄
樹

(園
田
登
園
女
子
大
)

-

ヒ
ヤ
エ
ル
･

キ
ン
ス
キ
ー

(
テ
ェ
-
ビ
ン
ゲ
ン
大
)

後

癖
静
夫

(国

立
文
楽
劇
場
)

塚
本

明

(三
重
大
)

都

築
晶
子

(龍
谷
大
)

西
山

克

(京
都
教
育
大
)

羽
賀

群
二

(名
古
屋
大
)

原
田
高
雄

(も
と
邑
久
光
明
園
)

深
揮

l
幸

(大
阪
大
)

i
月
二
五
日

山
林
苦
行
者

の
両
界
性
-
世
間
と

彊
世
間
の
は
ざ
ま
-

藤
井

正
人

過
去

(連
捜
し
た

も
の
)
と
現
在

(
一
回
性
の
も
の
)
を
媒
介
す
る
-

能
の
音
楽
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン

(受
け
渡
し
)
様
式
1-薙

Ej
降
別

二
月

1
日

バ
ン
ス
-
朝
鮮
の
旨
借

野
崎

充
彦

二
月

八
円

太
織
冠
破
裂

西
山

克

崇
樽
に
よ
る
日
選
び

藤
井

護
治

二
月
二
二
日

文
楽
～
人
形
浄
瑠
璃
!
そ
の
成
立

と
展
開

後
藤

静
夫

三
月

八
日

歳
時

と
詩
文
-
上

巳

の
節
句
か

ら
-

霧
藤

希
史

素
温
の
修
身
論
-
客
気
者
､
邪
逆
之

巧
媒
也
～

都
築

晶
子

明
治
維
新
期
の
社
膏
と
情
報

班
長

佐
々
木

克

明
治
維
新
期
は
､
お
お
ま
か
に
幕
末
の
奮
礁
制
崩
壊
期

と
'
明
治
の
新
鱗
家
建
設
期
と
に
二
分
で
き
る
O
し
か
し

何
れ
に
し
ろ
､
愛
革
期
で
あ
り
動
乱
期
で
あ
る
O
権
力
は

動
揺
し
､
敢
食
は
流
動
化
し
人
が
激
し
く
動
き
へ
そ
し
て

噂

･
流
説
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
飛
び
か
う
O
そ
こ

で
､
権
力
も
組
織
も
人
も
､
情
報
を
求
め
'
必
要
と
し
､

か
つ
自
ら
も
尊
信
し
て
ゆ
く
O
幕
府
や
落
首
局
は
､
そ
れ

ぞ
れ
海
自
の
､
情
報
蒐
集
シ
ス

テ
ム
を
持

っ
て
い
た
o
L

か
し
樽
統
の
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
は
､
新
た
な
状
況
に
封
厳

出
来
な
く
な
る
0
ま
た
幕
府
は
政
治
や
外
交
に
関
し
て

は
､
情
報
統
制
を
基
本
と
し
て
き
た
が
､
そ
れ
が
崩
れ
て

行
-
｡
そ
う
し
た
な
か
で
､
知
識
人
や
在
村
の
エ
リ
ー
ト

達
が
､
親
日
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も

っ
て
'
情
報

の
蒐

集

･
電
信
主
髄
と
し
て
登
場
し
､
樺
力
の
側
は
'
彼
ら
の

存
在
を
無
税
で
轟
な
く
な
る
｡
こ
う
し
た
状
況
は
基
本
的

に
は
'
明
治
期
に
引
き
騰
が
れ
る
が
'
新
た
な
問
題
も
登

場
す
る
｡
そ
れ
は
明
治
政
府
が
'
権
力
が
内
包
す
る
根
源

的
病
と
し
て
､
情
報
を
秘
済

･
隙
乾
し
よ
う
と
す
る
基
本

的
性
格
を
維
持
し
な
が
ら
､

一
方
で
'
政
府
は
民
衆
に
侍

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
を
'
如
何
に
早
-
か
つ
泉
-

樽
連

･
徹
底
さ
せ
る
か
､
す
な
わ
ち
情
報
公
開
と
い
う
重

要
な
課
題
に
直
面
す
る
の
で
あ
り
､
こ
う
し
た
状
況
の
な

か
で
､
民
衆
白
健
も
'
新
た
な
課
題
に
就
-
こ
と
を
迫
ら

れ
る
の
で
あ
る
｡
本
研
究
は
､
以
上
の
よ
う
な
賓
感
を
ふ

ま
え
て
'
明
治
維
新
と
い
う
変
革
期
に
お
け
る

(情
報
)

に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
､
総
合
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
と

意
樹
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡

班
員

飛
鳥
井
雅
道

落
合

弘
樹

(以
上
所
内
)
常
山

忠
正

(儒
教
大
)
奥
村

弘

(神
戸
大
)
小
股
憲
明

(大

坂
女
子
大
)
勝
部
義
人

(腐
島
大
)
暫
藤
繭
司

(彦
根
城

博
物
館
)
佐
藤
隆

1
(常
山
学
院
高
校
)
鈴
木
群
二

(名

古
屋
大
)
鈴
木
柴
樹

(京
都
薬
大
)
谷
山
正
道

(天
理
大
)

塚
本

明

(三
重
大
)
東
田
敬

7
(係
数
大
)
母
利
美
和

(彦
根
城
陣
物
館
)
薮
田

貿

(関
西
大
)
山
崎
有
恒

(豆
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命
館
大
)
岸
本

覚

(豆
命
館
大
院
生
)
三
滞

純

(演

島
大
院
生
)

言
語
力
の
諸
相
に
つ
い
て
の
試
行
的
研
究

班
長

横
山

俊
夫

自
然
や
社
食
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
'
言
語
が
力
を

持

つ
と
は
､
ど
う
い
う
こ
と
か
｡
お
も
に
'
日
本
や
中
国

の
話
し
言
葉
や
書
き
言
葉
の
事
例
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
､

こ
の
課
題
の
検
討
を
始
め
た
｡
練
合
研
究
の
可
能
性
を
探

る
た
め
の
､

一
年
限
り
の
濠
備
研
究
で
あ
る
｡

同
時
に
'
学
内
教
育
改
善
推
進
費
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

｢新
香
見
事
物
へ
の
名
づ
け
を
め
ぐ
る
学
内
共
同
の
こ
こ

ろ
み
｣
(事
務
局
嘗
研
究
所
)
と
も
連
携
を
は
か
り
､
現
代

自
然
科
学
の
専
門
語
の
流
通
力
の
狭
さ
と
い
う
問
題
に

も
､
梶
野
を
ひ
ろ
げ
て
い
る
｡

班
員

金

文
京

小
林
博
行

フ
ィ
-
ツ
プ

･
ハ

-
ス

横
山
俊
夫

(以
上
所
内
)

後
藤
静
夫

(国
立
文

楽
劇
場
)

斉
藤
希
史

(奈
良
女
子
大
)

田
中
貴
子

(梅

花
女
子
大
)

深
滞

一
幸

(大
阪
大
)

一
〇
月

一
一
日

古
今
和
歌
集
職
名
序

全
員

中
隊
の
語
り
も
の

金

文
京

一
〇
月
二
五
日

古
今
和
歌
集
僧
名
序

｢
や
ま
と
歌

は
｣
～

｢成
れ
り
け
る
｣小

林

博
行

方
言
漫
考

横
山

俊
夫

二

月

八
日

古
今
和
歌
集
職
名
序

｢世
中
に
在
る

人
｣
～

｢慰
む
る
は
'
歌
な
り
｣

暫
藤

希
史

問
答
髄
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
ー
少
年
の

言
語
力

深
滞

一
幸

一
一
月
二
二
日

節
用
集
に
出
る
僧
名
序
の
世
界

横
山

俊
夫

烏
の
言
語
カ
ー
い
わ
ゆ
る

｢聞
き
な

し
｣
に
つ
い
て

小
林

博
行

一
二
月

六
日

古
今
和
歌
集
偶
名
序

｢
こ
の
歌
'
天

地
の
｣
～

｢分
き
難
か
り
け
ら
し
｣

横
山

俊
夫

生
命
科
学
の
用
語
は
な
ぜ
硬
い
の

か

ゲ
ス
ト
･
生
命
誌
研
究
館

加
藤

和
人

一
二
月

一
三
日

古
今
和
歌
集
傾
名
序

｢人
の
世
と
成

り
て
｣
～

｢初
め
に
も
し
け
る
｣

フ
ィ
-
ツ
プ

･
ハ
-
ス

義
太
夫
狂
言
の
嬰
容
-
人
形
浄
瑠

璃
か
ら
歌
舞
伎
へ

後
藤

静
夫

象
徴
主
義
の
研
究

班
長

宇
佐
美

酉

四
年
間
の
改
定
で
一
九
九
三
年
四
月
よ
り
賛
足
し
た

こ
の
研
究
班
の
目
標
と
活
動
内
容
の
概
略
は
'
以
下
の
通

り
で
あ
る
｡

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
テ
ク

ス
ト
を
主
な
封
象
と
し
て
'
象
徴
主
義
が
提
起
し
た
問
題

と
は
何
か
を
問
う
こ
と
か
ら
始
め
た
｡
そ
の
際
､
音
楽

･

美
術

･
演
劇
な
ど
の
諸
聾
術
と
の
関
わ
り
､
政
治
や
社
台

の
愛
動
が
及
ぼ
し
た
影
響
､
思
想
史
的
な
コ
ン
テ
ク
ス

ト
､
お
よ
び
中
図

･
日
本
な
ど
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の

比
較
封
象
の
税
鮎
を
も
重
視
し
'
よ
り
廉
い
視
軸
か
ら
も

考
察
す
る
よ
う
に
つ
と
め
､
つ
い
で
､
そ
れ
ら
の
諸
問
題

が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
展
開
を
遂
げ
た
か
を
考
え
て
き

た
｡
し
た
が
っ
て
､
時
代
匝
分
と
し
て
は
嘗
初
の
計
劃
通

り
'
一
九
世
紀
中
葉
か
ら

一
九
二
〇
年
代
ま
で
を
視
野
に

入
れ
て
研
究
を
行
っ
た
｡
ま
た
同
時
に
､
分
析
哲
学
'
精

神
分
析
学
'
社
台
人
類
学
な
ど
人
文
諸
科
学
に
お
け
る
象

徴
理
論
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
考
究
し
て
き
た
｡
研
究
合

は
原
則
と
し
て
各
週
で
開
催
さ
れ
､
口
頭
饗
表
と
討
議
が

な
さ
れ
た
｡
な
お

一
九
九
六
年
秋
以
降
は
成
果
報
告
書
の

作
成
に
向
け
て
準
備
を
行
な
っ
て
来
た
が
､
こ
れ
は

一
九

九
七
年
十
月
に
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
か
ら

『象
徴
主
義
の
光

と
影
』
と
題
し
て
出
版
さ
れ
た
｡

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
要
術
の
研
究

班
長

宇
佐
美

智

一
九

九
七
年
か
ら
二
〇
〇

一
年
に
い
た
る
四
年
間
の

裸
足
で
蓉
足
し
た
共
同

研
究
班
で
あ
る
｡

二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い
て
聾
術
概
念
と
表
現
理
論
と

を
大
き
-
樽
換
さ
せ
た
､
い
わ
ゆ
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

埜
術
を
今
日
的
な
硯
鮎
か
ら
練
合
的
に
再
検
討
す
る
こ

と
を
主
眼
と
す
る
｡
そ
の
場
合
､
文
学

･
美
術

･
音
楽

･

演
劇

･
映
蓋
な
ど
諮
ジ
ャ
ン
ル
相
互
閲
の
関
わ
り
'
科
学

技
術
の
進
展
'
ま
た
政
治
や
社
食
の
愛
動
が
及
ぼ
し
た
影

響
､
そ
し
て
思
想
史
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
な
ど
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
'
同
時

に
こ
の
連
動
に
お
い
て
は
世
界
的
な
誼
行
現
象
な
い
し

は
波
及
効
果
が
見
ら
れ
る
鮎
を
充
分
に
考
慮
し
て
､
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
を
南
野
に
収
め
る
の
で
は
な
-
､
日

本

･
中
国

･
ロ
シ
ア
･
ア
メ
リ
カ

･
そ
の
他
の
諸
国
と

の
比
較
封
照
の
視
軸
を
も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
｡
な
お
時
代
匡
分
と
し
て
は
t
l
一〇
世
紀
初
頭
か

ら
三
〇
年
代
ま
で
を
取
り
扱
う
｡
研
究
合

は
原
則
と
し
て

隔
週

に
開
催
し
､
口
頭
聾
表
と
討
議
と
を
重
ね
た
う
え

で
'
最
終
年
度
に
は
論
文
執
筆
'
報
告
書
の
刊
行
を
改
定
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し
て
い
る
｡

班
員

井
波
陵

一

大
浦
康
介

森
本
淳
生

(以
上
所

内
)

篠
原
資
明

松
島

征

三
好
郁
朗

(以
上
縫
合

人
間
学
部
)

吉
田

城

(文
学
部
)

鈴
木
貞
美

(国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
)

丹
治
恒
次
郎

(関
西
学
院

大
学
法
学
部
)

ピ
エ
ー
ル
･
ド
ゥ
ウ
ォ
ー

(甲
南
女
子

大
学
文
学
部
)

水
田
恭
平

(神
戸
大
学
国
際
文
化
部
)

永
田

靖

(大
阪
大
学
文
学
部
)

南

朋
子

(京
都
大

学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
自
然
誌

(
二
)

班
長

谷

泰

一
九
九
八
年
三
月
の
研
究
班
終
了
と
と
も
に
､
論
文
集

を
出
版
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
､
本
年
は
'
各
分
塘
者
の

執
筆
内
容
を
中
心
に
し
た
報
告
を
昨
年
に
引
き
頒
き
行

い
､
成
果
刊
行
に
向
け
て
の
作
業
に
追
わ
れ
た
｡

班
員

田
中
雅

一

串
田
秀
也

藤
田
陸
別

(以
上
所

内
)
菅
原
和
孝

(練
合
人
間
学
部
)
水
谷
雅
彦

(文
学
部
)

北
村
光
二

(弘
前
大
)
木
村
大
治

(福
井
大
)
高
欄
由
起

夫

(関
西
学
院
大
)
野
村
直
樹

(名
古
屋
市
豆
大
)
浮
田

昌
人

(山
口
大
)
野
村
雅

一
(固
豆
民
族
学
博
物
館
)
早

木
仁
成

(神
戸
学
院
大
)
紬
馬
宏
通

(滋
賀
嚇
豆
大
)
定

延
利
之

山
森
良
枝

(神
戸
大
)
宮
脇
幸
生

(大
阪
府
立

大
)

主
髄

･
自
己
･
情
動
構
築
の
文
化
的
特
質

班
長

田
中

雅

一

一
九
九
八
年
三
月
の
研
究
班
終
了
と
と
も
に
､
論
文
集

を
出
版
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
､
本
年
は
､
各
分
塘
者
の

執
筆
内
容
を
中
心
に
し
た
報
告
を
昨
年
に
引
き
績
き
行

い
､
成
果
刊
行
に
向
け
て
の
作
業
に
追
わ
れ
た
｡

班
員

田
中
雅

一

串
田
秀
也

藤
田
陸
別

(以
上
所

内
)
菅
原
和
孝

(練
合
人
間
学
部
)
水
谷
雅
彦

(文
学
部
)

北
村
光
二

(弘
前
大
)
木
村
大
治

(福
井
大
)
高
畑
由
起

夫

(関
西
学
院
大
)
野
村
直
樹

(名
古
屋
市
立
大
)
津
田

昌
人

(山
口
大
)
野
村
雅

一
(囲
豆
民
族
学
博
物
館
)
早

木
仁
成

(神
戸
学
院
大
)
細
馬
宏
通

(滋
賀
願
豆
大
)
定

延
利
之

山
森
良
枝

(神
戸
大
)
宮
脇
幸
生

(大
阪
府
豆

大
)

一
月
二
〇
日

病
と
い
う
壬
髄

-
ガ
ー
ナ

･
ア

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
事
例
か
ら

(ゲ
ス
ト
)
田
原
範
子

二
月

三
日

文
化
の
中
継
器
1

グ
ウ
ィ
の
年

長
男
性
の
死
と
妖
術

の

語
り

菅
原

和
孝

二
月

1
七
日

女
神
の
身
髄

･
女
性
の
身
髄

(イ
ン

ド
･
ス
-
ラ
ン
カ
)

田
中

雅

一

三
月

一
〇
日

過
去
と
現
在
を
媒
介
す
る
-
能
の

音
楽
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
(受

け
渡
し
)
様
式
-

藤
田

隆
則

五
月
二
六
日

民
族
と
国
家
の
閲
で
-

タ
イ

･

カ
レ
ン
女
性
に
お
け
る
母
性
と
境

七
月

七
日

九
月

八
日

九
月
二
九
日

一
〇
月

一
三
日

一
〇
月
二
七
日

1
1月
l
七
日

一
二
月

八
日

界
を
め
ぐ
る
選
揮

執
筆
の
打
ち
合
わ
せ

執
筆
の
打
ち
合
わ
せ

執
筆
の
打
ち
合
わ
せ

執
筆
の
打
ち
合
わ
せ

執
筆
の
打
ち
合
わ
せ

執
筆
の
打
ち
合
わ
せ

執
筆
の
打
ち
合
わ
せ

速
水

洋
子

全
員

全
員

全
員

全
員

全
員

全
員

全
員

植
民
地
主
義
と
人
類
畢

班
長

山
路

勝
彦

班
員

田
中
雅

一
､
水
野
直
樹
､
安
田
敏
郎
､
山
室
信

一
､
山
本
有
造
､
T
im
o
th
y
T
su
(以
上
所
内
)
松
田
素

二

(文
学
部
)
江

口
信
清
(豆
命
館
大
)
荻
野
昌
弘

(関

西
学
院
大
)
奥
野
克
巳

(京
都
文
教
大
)
春
日
直
樹

(大

阪
大
)
窪
田
幸
子

(鷹
島
大
)
栗
本
英
世

(民
博
)
小
林

致
廉

(神
戸
市
外
大
)
小
松
和
彦

(国
際
日
文
研
)
高
岡

弘
幸

(関
西
学
院
大
)
冨
山

一
郎

(大
阪
大
)
橋
本
和
也

(京
都
文
教
大
)
福
浦
厚
子

(滋
賀
麟
豆
大
)
細
谷
虞
美

(京
都
文
教
大
)
元
木
淳
子

(大
阪
外
大
)
森
木
和
美

(義

英
女
子
大
)
安
井
真
奈
美

(大
阪
明
辞
女
子
短
大
)
脇
村

孝
平

(大
阪
市
大
)
李
仁
子

金
谷
美
和

川
村
清
志

(人

･
環

･
院
)

四
月
二
1
日

文
明
の
神
聖
な
る
信
託
の
も
と

で
‥
同
化
論
'
先
住
民
問
題
､
そ
し

て
植
民
地
主
義
と
人
類
学山

路

勝
彦

五
月

一
九
日

キ
-
ス
ト
教
と
植
民
地
主
義

橋
本

和
也

日
本
人
の
見
た
ア
7
-
カ
の
イ

メ
ー
ジ

栗
本

英
世

六
月

二
日

｢琉
球
民
族
｣
と
い
う
主
催

冨
山

一
郎

植
民
地
主
義
の
生
成
-

一
九
世

紀

｢
日
本
｣
に
お
け
る
三
つ
の
他
者

像

荻
野

昌
弘

六
月

一
六
日

植
民
地
主
義
と
家
父
長
制
度

森
木

和
美

一
九
世
紀
イ
ン
ド
に
お
け
る
宗
教
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と
政
治

田
中

雅

一

七
月

一
四
日

植
民
地
主
義
の
文
化
と
暴
力

松
田

素
二

食
入
と
他
者
理
解
-

宣
教
師
の

見
た
フ
ィ
ジ
ー
人

春
日

直
樹

10
月
二
〇
日

併
数
'
か
く
も
長
き
不
在
-

韓
国

八億
統
)
文
化
の
表
象
に
お

け

る
植

民
地
主
義
と
文
化
人
類
学

(民
俗

学
)
者

岡
田

浩
樹

未
墾
地
の
記
憶
-

メ
キ
シ
コ
･

チ
ア
パ
ス
州
東
南
部
に
お
け
る
先

住
民
族
意
識
の
形
勢

小
林

到
庚

一
一
月

一
〇
日

一
一
月

一
七
日

l
二
月

一
E
Z

オ
ー
ス
ト
ラ
-
ア
の
植
民
と
ミ

ッ

シ
ョ
ン
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
見

た
キ
-
ス
ト
教

窪
田

幸
子

植
民
地
的
状
況
下
に
お
け
る
他
者

と
恐
怖
-

ア
ン
デ

ス
妖
怪

ピ

シ
ュ
タ
コ
を
め
ぐ
る
う
わ
さ
の
分

析

細
谷

虞
美

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
期
の
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
政
策
に
お
け
る
人
類
学
者
の

閲
輿
に
つ
い
て

酒
井

啓
子

ア
フ
リ
カ
文
学
と
植
民
地
主
義

-

女
性
作
家
の
税
鮎
か
ら

元
木

淳
子

植
民
地
論
と
し
て
の
台
湾
宗
教
研

究
-

迷
信
習
と
民
心
徳
義
の
狭

間
に

T
im
o
th
y
づ
su

魔
用
人
類
学
の
系
譜
-

Te
m

p
te
一

A
f
r
ic
a
n

S
u
r
v
e
y
.

R
h
o
d
e
s

L
iv
in
g
s
t
o
n
e
t
n
s
t
it
u
t
e

田

中

雅

一

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
杜
舎
史

班
長

前
川

和
也

こ
の
研
究
班
は
､
工
業
化
が
本
格
的
に
進
行
す
る
以
前

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
'
東
ア
ジ
ア
､
西
ア
ジ
ア
で
の
社
台
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
｡
今

年
度
は
第
三
年
度
に
あ
た
り
､
報
告
書
作
成
の
準
備
に
は

い
っ
た
｡
報
告
で
は
､
主
と
し
て
'
情
報
空
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
､
文
字
メ
デ
ィ
ア
と
そ
の
壁
容
'
コ
-
ユ
ニ
ケ
-

シ
ョ
ン
言
語
の
選
樺
と
話
法
'
言
論
と
公
共
性
､
情
報
の

記
録
化
と
そ
の
普
及
に
か
か
わ
る
ト
ピ

ッ
ク
が
議
論
さ

れ
た
｡

イ
ン
ド
文
化
史
の
諸
問
題
-
古
代
イ
ン
ド
王
権
と
そ
の

周
遺
～

班
長

井
狩

禰
介

政

治
権
力
と
宗
教
権
威
と
の
関
係
は
､
世
界
の
各
文
明

地
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
猪
白
の
様
相
を
も

っ
て
展
開

し
､
そ
の
文
明
の
基
本
性
格
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
い

る
｡
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
こ
の
間
題
は
'
権
力
の
中
心

に
豆

つ
王
と
､
正
統
な
宗
教
儀
躍
侍
承
を
満
占
す
る
ブ

ラ
ー
マ
ン
知
識
階
級
と
の
関
係
に
典
型
的
に
現
わ
れ
る
｡

本
研
究
で
は
､
本
来
は
#
l正
し
た
文
献
群
と
し
て
聾
生
し

た

｢法
典
｣
と

｢王
権
政
略
論
｣
が
次
第
に
相
互
影
響
を

及
ぼ
し

つ
つ
歴
史
的
に
交
差
し

て
行
-
過
程
を
焦
鮎
に

据
え
る
新
た
な
視
角
か
ら
､
イ
ン
ド
撃
各
分
野
の
専
門
研

究
者
の
協
力
の
も
と
に
､
横
力
と
権
威
と
の
関
係
構
造
と

そ
の
歴
史
的
展
開
の
考
察
を
は
か
る
｡
叙
事
詩

『
マ
ハ
ー

バ
ー
ラ
タ
』
の

｢
ラ
ー
ジ
ャ
ダ
ル
マ

(王
法
)
｣
章

(X
tt.

T

t
28
)
に
焦
鮎
を
あ
て
'
隔
週
に
行
わ
れ
る
研
究
合
で

は
テ
ク
ス
ト
の
合
議
形
式
を
中
心
と
し
て
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
る
｡
本
年
度
は

l
二
月
ま
で
に
同
章
x
tZ.
8
5

ま
で
の
検
討
を
終
わ
っ
た
段
階
で
'
叙
事
詩
に
あ
ら
わ
れ

る
王
権
の
諸
側
面
が
関
連
文
献
の
記
述
と
の
比
較
の
も

と
に
扱
わ
れ
て
き
た
｡

班
員

荒
牧
典
俊

藤
井
正
人

船
山

徹

村
上

昌
孝

(罪
)
山
下

勤

(非
)
(以
上
所
内
)

徳
永
宗
雄

御
牧
克
己

(以
上
文
学
部
)

赤
松
明
彦

(九
州
大
)
永
ノ

尾
信
悟

土
田
龍
太
郎

(以
上
東
京
大
)
榎
本
文
雄

井

上
信
生

(以
上
大
阪
大
)
狩
野

恭

(神
戸
女
子
大
)
黒

田
泰
司

八
木

徹

(以
上
大
阪
学
院
大
)
後
藤
敏
文

(東
北
大
)
後
藤
純
子

(大
阪
市
豆
大
)
島

岩

(金
棒

大
)
正
信
公
章

(追
手
門
学
院
大
)
高
島

淳

(東
京
外

大
)
中
谷
英
明

(神
戸
学
院
大
)
林

隆
夫

(同
志
社
大
)

引
田
弘
道

(愛
知
学
院
大
)
増
田
良
介

(大
阪
外
大

･
非
)

松
田
佑
子

(京
都
産
大

･
非
)
矢
野
道
雄

(京
都
産
大
)

渡
瀬
信
之

(東
歯
大
)

乙
川
文
英

梶
原
三
恵
子

(日

本
学
術
振
興
合
)

野
田
智
子

村
川
章
子

(以
上
克

大

･
文

･
D
.C
L
杉
田
瑞
枝

(京
大

･
文

･
研
修
員
)

近
代
証
書
に
お
け
る
研
究
者
の
組
織
化
-
研
究
所

･
学

舎

･
撃
漉
-

班
長

阪
上

孝

専
門
的
な
国
際
学
合
や
研
究
所
の
設
豆
は

一
九
世
紀

後
牛
に
特
徴
的
な
現
象
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
研
究
者
の

組
織
化
を
促
し
た
社
食
的
な
候
件
は
'
国
家
と
科
学
の
緊

密
な
結
び

つ
き
'
｢科
挙
国
家
｣
と
も
い
う
べ
き
国
家
の

あ
り
方
が
支
配
的
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
｡
科
学
に
内
在

す
る
候
件
に
つ
い
て
い
え
ば
､
一
つ
は
大
量
的
な
観
察
'

調
査
'
比
較
な
ど
が
科
学
研
究
の
中
心
的
な
技
法
に
な
っ

た
こ
と
'
も
う

l
つ
は
学
問
の
専
門
分
化
が
学
際
的
な
研
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究
の
練
合
の
必
要
を
呼
び
起
こ
し
た
こ
と
で
あ
る
｡
固
に

よ
り
､
専
門
分
野
に
よ
り
組
織
化
の
僚
件
は
異
な
る
し
'

研
究
者
の
野
心
と
い
っ
た
要
素
も
無
税
で
き
な
い
が
､
い

-
つ
か
の
研
究
所
や
学
舎
に
つ
い
て
の
具
髄
的
研
究
を

積
み
重
ね
て
'
(研
究
者
の
組
織
化
)

に
つ
い
て
多
少
と

も
普
遍
的
な
考
察
を
提
起
す
べ
-
議
論
を
行
な

っ
て
い

る
｡

一
七
八
九
年
人
権
宣
言
成
立
過
程
の
研
究

班
長

富
永

茂
樹

こ
の
共
同
研
究
は

｢人
閲
と
市
民
の
権
利
の
宣
言
｣
の

成
立
過
程
を
詳
細
に
辿
り
つ
つ
'
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
市

民
概
念
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
｡
研
究
の

封
象
と
な
る
テ
ク
ス
ト
は
､
一
七
八
九
年
七
月
か
ら
八
月

に
か
け
て
の
国
民
議
合
で
の
議
論
､
ま
た
譲
合
の
内
外
で

零
表
さ
れ
る
数
多
-
の
人
権
宣
言
草
案
が
あ
る
｡
今
年
度

か
ら
正
式
に
饗
足
し
た
こ
の
研
究
合
は
､
蓉
足
前
に
す
で

に
非
公
式
な
か
た
ち
で
行
わ
れ
て
き
た
講
書
合
で
の
作

業
の
手
順
は
'
前
も

っ
て
班
員
の

一
名
が
下
帯
を
作
成

し
'
研
究
合
で
は
別
の
一
名
が
そ
れ
を
批
判
的
に
検
討
し

て
､
班
員
全
員
で
最
終
的
な
謬
文
を
決
定
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
｡
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
'
菖
初
の
濠
定
の
約
三

分
の
二
の
翻
帯
が
終
了
し
て
い
る
｡

班
員

阪
上

孝

北
垣

徹

(以
上
所
内
)

前

川
真
之

(大
阪
女
子
大
)

宇
城
輝
人

岡
崎
宏
樹

(以

六
月

九
日

六
月
二
三
日

六
月
三
〇
日

七
月

一
四
日

九
月

八
日

一
〇
月

一
三
日

一
〇
月
二
七
日

一
一
月

一
〇
日

1
7
月

1
七
日

7
二
月

l
日

l
二
月
1
二
二
jI

ミ
ラ
ボ
ー
案

確
定
宣
言
評
語
検
討

第
六
都
合
案

第
六
都
合
案

デ
ュ
ポ
ー
ル
案

芋
城
/
佐
藤

北
垣

佐
藤
/
宇
城

佐
藤
/
宇
城

佐
藤
/
宇
城

ラ
ボ
-
･
サ
ン
=

テ
チ
エ
ン
ヌ
案

富
永
/
前
川

ラ
ボ
-

･
サ
ン
=

テ
チ
エ
ン
ヌ
案

富
永
/
前
川

中
国
古
代
中
世
の
法
制

富
谷

至

先
秦
時
代
の
金
文

凍
原

達
郎

中
園
の
小
説
､
演
劇
及
び
講
唱
文
学
の
演
奨金

文
京

清
代
の
文
化
と
社
合

井
波

陵

一

古
代
中
園
の
考
古
学
研
究

岡
村

秀
典

中
国
科
学
の
基
礎
理
論

武
田

時
昌

近
世
中
園
の
財
政
と
社
食

岩
井

茂
樹

イ
ン
ド
･
中
国
に
お
け
る
唯
識
併
教
の
基
盤
と
背
景

LTil()1)

ガ
ロ
案

ガ
ロ
案

シ
ネ
テ
ィ
案

シ
ネ
テ
ィ
案

佐
藤
/
宇
城

佐
藤
/
宇
城

佐
藤
/
芋
城

佐
藤
/
宇
城

個

人

研

究

東
方
郡

六
朝
隔
唐
精
神
史

中
国
近
代
社
台
思
想
研
究

吉
川

忠
夫

狭
間

直
樹

南
ア
ジ
ア
亜
大
陸
北
西
地
方
の
歴
史
考
古
撃
研
究

上
京
大
研
修
員
)

四
月

二
日

四
月
二

丁
目

五
月

一
二
日

五
月
二
六
日

ド
ラ
ン
デ
ィ
ー
ヌ
案

前
川
/
富
永

グ
レ
ゴ
ワ
-
ル
実

字
城
/
佐
藤

グ
レ
ゴ
ワ
-
ル
実

字
城
/
佐
藤

ミ
ラ
ボ
ー
案

宇
城
/
佐
藤

中
国
古
代
の
博
承
文
化
研
究

原
始
儒
教
起
源
論

中
国
美
術
の
様
式
と
意
味

中
国
建
築
の
様
式

･
技
術

･
空
閲

近
代
中
国
の
綿
紡
織
業

道
教
思
想
研
究

敦
煙
幕
本
の
言
語
史
的
研
究

新
漢
字
コ
ー
ド
系
の
構
築

桑
山

小
南

荒
牧

曾
布
川

田
中

蘇変
谷

高
田

勝
村

正
進

一
郎

典
俊寛淡

時
彦

邦
夫

時
雄

哲
也

明
清
時
代
の
官
僚
制
度

中
国
中
世
学
術
史
の
研
究

中
国
小
学
史

中
国
係
数
美
術
の
研
究

前
近
代
朝
鮮
の
政
治
制
度
と
社
台
制
度

海
蔽
小
説
研
究

ム
ガ
ル
朝
時
代
の
歴
史
叙
述
の
研
究

中
国
近
代
の
社
合

･
文
化
構
造

日
本
部

日
本
近
代
文
化
の
研
究

一
九
世
紀
に
お
け
る
明
治
維
新

｢
日
本
植
民
地
帝
国
｣
の
経
済
史
的
研
究

前
近
代
日
本
の
文
明
史
的
研
究

船
山

徹

谷
井

陽
子

木
島

史
雄

森
賀

一
恵

栢
本

泰
生

矢
木

毅

溝
田

麻
矢

最
下

裕
之

高
嶋

航

飛
鳥
井
雅
道

佐
々
木

克

山
本

有
造

横
山

俊
夫

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
法
と
政
治山

室

信

一

近
代
朝
鮮
の
政
治
と
社
食

水
野

直
樹

戦
前
期
日
本
の
工
業
化
と
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

龍
谷

直
人
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士
族
の
研
究

ド
イ
ツ
国
家
撃
と
近
代
日
本

近
代
日
本
の
言
語
政
策

江
戸
時
代
天
文
暦
学
の
文
化
史
的
研
究

西
洋
部

知
識
と
社
食
制
度

シ
ュ
メ
ー
ル
行
政

･
経
済
文
書
の
研
究

前 阪 小 安 瀧 落
川 上 林 田 井 合

和 博 敏 一 弘
也 孝 行 朗 博 樹

に
つ
い
て

東
方
学
報
第
六
十
九
研
合
評
合

一
〇
月

一
日

井
波
論
文

古
代
イ

ン
ド

･
ヴ

ェ
I
ダ
祭
式
の
構
造
と
歴
史
的
展

開
の
研
究

井
狩

禰
介

フ
ラ
ン
ス
の
詩
学

宇
佐
美

暫

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
近
代
的
主
催
の
成
豆

富
永

茂
樹

南
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
社
台

田
中

雅

一

文
学
理
論
の
研
究

大
浦

康
介

後
期
ヴ

ェ
-
ダ
文
献
の
成
豆
史
研
究
-
ブ
ラ
ー
フ
マ

ナ
か
ら
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
へ
ー

藤
井

正
人

初
期
近
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
文
化

小
山

哲

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
政
治
思
想

上
野

成
利

中
世
イ
タ
-
ア
の

｢家
｣

高
田
京
比
子

共
和
国
の
法
と
道
徳
-

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に

お
け
る
共
和
思
想
と
新
カ
ン
ト
波
-

北
垣

徹

ポ
ー
ル

･
ヴ

ァ
レ
-
1
と
二
〇

世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
思

想

森
本

淳
生

東
方
部
研
究
書

東
方
学
報
執
筆
濠
備
番
表

一
月
二
二
日

伯
林
に
あ
る
吐
魯
番
尊
兄
の
字
書

韻
書

高
田
時
雄

高
麗
よ
り
朝
鮮
初
期
に
至
る
軍
令

樺
の
推
移

矢
木

毅

二
月

五
日

『日
蓮
問
戒
律
中
五
百
軽
重
事
経
』

事

業

概

況

夏
期
公
開
講
座

-
メ
イ
ド
･イ
ン
･ジ
ャ
パ
ン
の
韮
細
歪
-

七
月
四
日

ア
ジ
ア
侍
説
-
紳
功
皇
后
か
ら

ハ
-
マ
オ
ま
で

山
室

信

一

江
戸
期
庶
民
の
朝
鮮
像

イ
-
ノ
イ
大
学
教
授

ロ
ナ
ル
ド

･
ト
ビ

七
月
五
日

明
治
漢
学
者
の
み
た
儒
教
の
敵
国

関
西
大
学
助
教
授

陶

徳
民

日
本
語
論
の
な
か
の
ア
ジ
ア
像

安
田

敏
朗

開
所
記
念
公
開
講
演
舎

二

月
六
日

中
世
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
市
民
の

｢家
｣

-
都
市
国
家
理
解
に
向
け
て
-

高
田
京
比
子

一
九
三
〇
年
代
の
日
本
と
ジ

ェ
ン
-
ル
マ
ン
資

本
主

義
-
綿
業
通
商
摩
擦
問
題
を
中
心
に
-

龍
谷

直
人

｢大
乗
起
信
論
｣
批
判
-
阿
梨
耶
識
は
如
来
像
に

あ
ら
ず
-

荒
牧

典
俊

一
九
九
七
年
度
漢
籍
捨
嘗
職
員
講
習
書

(漢
籍
電
算
虚
理
)

第

一
日

(九
月
二
九
日
)

囲
書
館
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

(講
演
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

金
滞

正
憲

東
洋
学
文
献
横
目
の
編
纂
と
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

(請

義
)

村
田

康
彦

東
洋
学
文
献
類
目
筋
子
髄
作
成
に
つ
い
て

(請

義
)
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

金
揮

正
憲

計
算
機
虞
理
入
門

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

金
滞

正
憲

第
二
日

(九
月
三
〇
日
)

漢
字

コ
ー
ド

の
話
-
漢
字
と
外
字
の
虞
理
-

(請

義
)
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

金
揮

正
憲

漠
字
典
と
漢
字
合
成
法

(講
義
)

同
志
社
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

丹
羽

正
之

日
中
墓
に
お
け
る
漢
字

コ
ー
ド
の
規
格

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
教
授

安
岡

孝

一

漢
字

コ
ー
ド
の
問
題
鮎
と
lS
O
10
64
6
U
C
S
(請

義
)

学
術
情
報
セ
ン
タ

ー
教
授

宮
滞

彰

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(
1
)
(宴
習
)

第
三
日

(
一
〇
月

一
日
)

中
国
併

典
電
子
化
の
諸
問
題

(講
義
)

花
園
大
学
教
授

ウ
ル
ス
･
ア
ッ
プ

最
近
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
動
向

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
手

川
原

稔

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(二
)
(賓
習
)

第
四
日

(
一
〇
月
二
日
)

情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
教
授

岡
部

春
男

803
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
手

石
橋

勇
人

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(三
)
(賓
習
)

第
五
日

(
一
〇
月
三
日
)

大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状
況
に
つ
い
て

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

金
津

正
憲

新
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス

(講
義
)

大
阪
市
豆
大
学
教
授

柴
山

守

一
九
九
七
年
度
漢
籍
接
富
職
員
講
習
曹

(初
級
)

第

一
日

(
一
7
月

1
0
日
)

漢
籍
の
話

(講
演
)

京
都
大
学
名
著
教
授

荒
井

健

四
部
分
類
-
経
･
史

･
子
･
集

第
二
日

(
二

月

二

日
)

経
書

(講
義
)

カ
ー
ド
の
作
り
方

(講
義
)

賓

習

(
こ

第
三
日

(
二

月

一
二
日
)

正
史

(講
義
)

実
習

(二
)

(講
義
)

井
波

陵

7

木
島

史
雄

梶
浦

背

岩
井

茂
樹

第
四
日

(
二

月

1
三
日
)

字
書

･
類
書

･
叢
書

(講
義
)

勝
村

哲
也

昔
習

(三
)

第
五
日

(
二

月

1
四
日
)

新
学
部
-
現
代
中
国
圏
書
目
録

(講
義
)

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授

岡
本

サ

エ

所

員

動

静

｡
梅
原

郁

(東
方
郡
)
教
授
は
停
年
退
官

(三
月
三

一

日
付
)
京
都
大
学
名
筆
教
授
の
構
親
を
授
輿

(四
月

1

日
付
)0

o
谷

泰

(西
洋
郡
)
教
授
は
停
年
退
官

(三
月
三

1

日
付
)
京
都
大
学
名
筆
教
授
の
稀
淡
を
授
輿

(四
月

一

日
付
)0

｡
藤
田
陸
別

(西
洋
部
)
助
手
は
'
解
任

(三
月
三

一
日

付
)
の
上
､
大
阪
国
際
女
子
大
学
助
教
授
に
就
任
｡

｡
石
川
頑
浩

(東
方
部
)
助
手
は
､
神
戸
大
学
文
学
部
助

教
授
に
昇
任

(四
月

一
日
付
)0

.
欝
藤
希
史

(日
本
部
)
助
手
は
､
奈
l良
女
子
大
畢
文
学

部
講
師
に
昇
任

(四
月

一
日
付
)

0

｡

横
手

裕

(東
方
郡
)
助
手
は
､

千
葉
大
学
文
学
部
助

教
授
に
昇
任

(四
月

一
日
付
)0

｡
山
本
有
造
教
授

(日
本
部
)
を
嘗
研
究
所
長
及
び
附
属

東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
長
に
併
任

(四
月

l
日
-

1
九

九
九
年
三
月
三
一
日
)0

｡
変
谷
邦
夫

(東
方
部
)
助
教
授
は
'
教
授
に
昇
任

(四

月

一
H
付
).

｡
高
田
時
雄

(東
方
郡
)
助
教
授
は
'
教
授
に
昇
任

(四

月

一
日
付
)｡

｡
山
路
勝
彦
関
西
学
院
大
学
教
授
は
､
併
任
教
授

(比
較

文
化
研
究
部
門
､
四
月

一
日
～

一
九
九
八
年
三
月
三
一

日
)0

｡

鈴
木
群
二
名
古
屋
大
学
助
教
授
は
'
併
任
助
教
授

(比

較
文
化
研
究
部
門
､
四
月

一
日
～

一
九
九
八
年
三
月
三

一
日
)

0

｡

小
林
博

行
氏
を
助
手

(H
本
部
)
に
採
用

(四
月

1
日

付
)｡

｡
溝
田
赫
矢
氏
を
助
手

(東
方
部
)
に
採
用

(四
月

一
日

付
)0

｡
梶
浦

膏
氏
を
助
手

(附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
)

に
採
用

(四
月

一
H
付
).

｡
新
井
育
次
助
手

(東
方
部
)
は
､
六
月
三
〇
日
付
解
職
｡

｡
安
富

歩
助
手

(日
本
部
)
は
'
名
古
屋
大
学
情
報
文

化
学
部
助
教
授
に
昇
任

(
二

月

1
日
付
)｡

｡
真
下
裕
之
氏
を
助
手

(東
方
部
)
に
採
用

(
一
一
月

一

日
付
)0

｡
高
嶋

航
氏
を
助
手

(東
方
部
)
に
採
用

(
一
一
月

一

日
付
)0

｡
石
川
両
港
助
手

(東
方
部
)
は
､

一
月
七
日
大
阪
聾
､

社
台
科
学
院
近
代
史
研
究
所
､
社
食
撃
研
究
所
､
北
京

囲
書
館
､
北
京
大
学
､
中
央
大
倉
祉
記
念
館
､
上
海
囲

書
館
'
上
海
市
槽
案
館
に
於
い
て
中
国
近
代
史
関
係
資

料
調
査
及
び
収
集
を
行
い
､

一
月

1
八
日
帝
国
｡

｡
山
室
信

一
助
教
授

(日
本
部
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
'
平
成
八
年

一
二
月
二

1
日
大
阪

饗
､
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
周
達
'
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
周
連
､

コ
ロ
ン
ボ
周
遠
､
香
港
市
内
に
於
い
て
地
域
開
賓
と
異

文
化
共
存
に
関
す
る
資
態
調
査
研
究
を
行
い
､
一
月
二

五
日
蹄
園
｡

｡

岡
村
秀
典
助
教
授

(東
方
郡
)
は
'

1
月
二
〇
日
大
阪

賛
'
四
川
省
文
物
考
古
研
究
所
に
於
い
て
三
屋
堆
出
土

品
の
調
査
'
上
海
博
物
館
に
於
い
て
文
物
の
研
究
を
行

い
､

7
月
三

1
日
帝
国
｡
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O
木
島
史
雄
助
手

(東
方
部
)
は
､
l
月
二
七
日
大
阪
馨
､

ウ
ィ
-
ン
大
軍
､
ウ
ィ
ー
ン
園
登
園
番
館
､
美
術
史
美

術
館
､
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
､
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
印

刷
博
物
館
､
ラ
ウ
レ
ン
ツ
ィ
ア
ナ
圏
普
館
､
マ
ル
セ
リ

ア
ナ
囲
書
館
､
サ
ン
マ
ル
コ
修
道
院
､
ウ
フ
ィ
ッ
ツ
ィ

美
術
館
に
於
い
て
東
西
の
書
物
及
び
番
物
史
の
研
究

資
料
故
実
を
行
い
､
二
月

l
八
日
轟
園
｡

O
龍
谷
直
入
助
教
授

(日
本
都
)
は
､
二
月

1
五
日
大
阪

番
､
シ
ン
ガ
ポ
-
ル
園
豆
大
学
に
於
い
て
研
究
合

二

九
三
〇
年
代
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
日
本
｣
に
参

加
'

二
月
二
〇
日
蹄
園
｡

O
木
島
史
雄
助
手
(東
方
部
)
は
､
二
月
二
一
日
大
阪
費
､

上
海
博
物
館
に
於
い
て
石
韓
に
関
す
る
研
究
資
料
収

集
を
行
い
､
二
月
二
四
日
爵
閲
｡

･
田
中

淡
教
授

(東
方
都
)
は
､
二
月
二
二
日
大
阪
饗
､

山
西
省
卒
違
古
城
に
於
い
て
卒
姦
古
城
の
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
選
定
に
伴
う
現
地
調
査
､
ユ
ネ
ス
コ
中
観
委

員
合
に
於
い
て
調
査
打
合
せ
及
び
調
査
報
告
を
行
い
､

二
月
二
八
日
原
撰
｡

O
梅
原

郁
教
授

(東
方
郵
)
は
､
文
部
省
科
挙
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
'
三
月
二
日
大
阪
賛
､
イ
ン
ド
園
豆
博

物
館
に
於
い
て
ス
タ
イ
ン
将
来
中
央
ア
ジ
ア
資
料
の

調
査
及
び
資
料
収
集
を
行
い
､
三
月

l
〇
日
蹄
国
｡

｡
冨
谷

至
助
教
授

(発
芳
郎
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
三
月
二
日
大
阪
饗
､
イ
ン
ド
囲
豆

博
物
館
に
於
い
て
中
央
ア
ジ
ア
出
土
資
料
調
香
｢

ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
民
族
学
博
物
館
に
於
い
て
ス
ウ
ェ
ン
･

ヘ
デ
ィ
ン
関
係
資
料
の
調
査
及
び
研
究
打
合
せ
を
行

い
'
三
月

l
三
日
轟
鯛
｡

D
桑
山
正
造
教
授

(東
方
部
)
は
､
三
月
九
日
大
阪
寄
､

プ
-
テ
ィ
ッ
シ
ス
･
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
於
い
て
ガ
ン

ダ
ー
ラ
寺
院
資
料
の
収
集
を
行
い
､
三
月

1
七
日
轟

闘
｡

ヱ
品
田
時
雄
助
教
授

(東
方
郡
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
三
月

1
三
日
大
阪
蟹
､
ロ
ー
マ
囲

豆
固
書
館
に
於
い
て
漢
等
調
査
を
行
い
'
三
月
二
四
日

蘇
囲
｡

O
船
山

徹
助
手

(東
方
都
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
､
三
月

一
六
日
大
阪
聾
､
プ
リ
ン
ス
･

オ
ヴ

･
ウ
ェ
ー
ル
ズ
博
物
館
､
イ
ン
ド
轡
文
博
物
館
､

マ
ト
ゥ
ラ
I
博
物
館
に
於
い
て
遺
物
調
査
､
サ
ー
ン

チ
ー
逮
跡
に
於
い
て
燐
教
等
院
逮
跡
調
泰
を
行
い
､
三

月
二
五
日
原
図
｡

｡
糟
本
泰
生
助
手

(東
方
郵
)
は
､
文
那
省
科
学
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
､
三
月

1
六
日
大
阪
寄
､
プ
-
ン
ス
･

オ
ヴ
･
ウ
ェ
ー
ル
ズ
博
物
館
､
イ
ン
ド
固
豆
博
物
館
､

マ
ト
ゥ
ラ
I
博
物
館
に
於
い
て
遺
物
調
査
､
サ
ー
ン

チ
-
遺
跡
に
於
い
て
悌
敦
寺
院
遺
跡
調
査
を
行
い
'
三

月
二
五
日
解
鱗
｡

｡
金

文
京
助
教
授

(東
方
郡
)
は
､
三
月
二
〇
日
大
阪

磯
､
高
麗
大
学
校
言
語
文
化
研
究
所
､
ソ
ウ
ル
大
学
校

に
於
い
て
研
究
資
料
収
集
及
び
意
見
交
換
を
行
い
､
三

月
二
八
日
擁
観
｡

o
大
浦
療
介
助
教
授

(西
洋
部
)
は
､
在
外
研
究
員
旅
費

に
よ
り
､
準
成
八
年
六
月

一
日
大
阪
敬
､
フ
ラ
ン
ス
固

豆
科
撃
研
究
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
文
学

･
峯
術
理
論

に
関
す
る
研
究
を
行
い
､
三
月
三

l
目
線
囲
｡

O
田
中
雅

i
助
教
授

(西
洋
部
)
は
､
三
月

.i
八
日
大
阪

覆
､
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
に
於
い
て
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
乳
歯
科
挙
の
現
状
に
つ
い
て
の
調
速
及
び
交
流

を
行
い
､
三
月
三

一
日
舞
閥
｡

O
藤
井
正
人
助
教
授

(西
洋
部
)
は
､
三
月
二
〇
日
大
阪

賛
､
パ
ニ
ヤ
ー
ル
村
近
郊
に
於
い
て
サ
ー
マ
ヴ
ュ
ー
ダ

侍
承
研
究
調
査
を
行
い
､
四
月
七
日
席
拭
O

｡

狭
間
直
樹
教
授

(東
方
郵
)
は
､
三
月
二
八
日
大
阪
脅
､

中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
'
墓
漕
大
学
､
垂
北
師
範

大
学
､
犀
東
師
範
大
挙
に
於
い
て
中
国
近
代
史
に
関
す

る
研
究
資
料
収
集
及
び
交
流
を
行
い
､
四
月

l
O
m
轟

薗
｡

｡

井
狩
蒲
介
教
授

(西
洋
輩
)
は
､
委
任
経
理
金
に
よ
り
'

四
月
三
日
大
阪
静
､
ト
-
チ
ュ
ー
ル
近
郊
､
バ
ン
ガ

ロ
ー
ル
近
郊
､
マ
イ
ソ
ー
ル
大
学
囲
書
館
'
ハ
ン
ピ
近

郊
､
マ
ド
ラ
ス
大
軍
篤
本
箇
書
館
に
於
い
て

｢ヴ
ェ
-

ダ
樽
承
｣
と
駕
本
調
査
を
行
い
､
四
月
二
八
日
轟
鰐
｡

｡

岡
村
秀
典
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
四
月
二
五
日
南

岡
番
'
剤
州
博
物
館
に
於
い
て
城
郭
遺
跡
の
陰
湘
城
敬

掘
調
査
打
合
せ
及
び
遺
物
整
理
､
鋼
線
山
博
物
館
に
於

い
て
資
料
整
理
及
び
資
料
調
査
'
北
京
大
学
に
於
い
て

覆
掘
打
合
せ
を
行
い
､
五
月
九
m
轟
図
0

｡
相
本
泰
生
助
手

ハ東
方
郵
)
は
､
七
月
二
七
日
成
田
饗
､

龍
門
石
窟
に
於
い
て
古
陽
洞
調
査
を
行
い
､
八
月
二
日

蹄
鰻
Q

｡

谷
井
陽
子
助
手

(東
方
部
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
､
八
月

一
日
大
阪
饗
､
中
国
社
食
料
畢

院
歴
史
研
究
所
､
遼
寧
省
棺
案
舘
に
於
い
て
明
清
時
代

中
国
の
地
方
棺
案
の
調
査
を
行
い
､
八
月

l
四
日
蹄

鱗
｡
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ヱ
剛
川
和
也
教
授

(西
洋
部
)
は
'
委
任
経
理
金
に
よ
り
'

七
月

丁
四
日
大
阪
聾
'
大
英
博
物
館
に
於
い
て
博
物
館

戴
シ
ス
メ
ー
ル
横
形
文
字
テ
キ
ス
ト
の
研
究
を
行
い
､

八
月

山
八
日
原
図
｡

｡
富
谷

至
助
教
授

(東
方
郡
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
六
日
大
阪
磯
､
武
威
市
博
物

館
'
山
丹
博
物
館
､
居
延

1
帯
'
嘉
峰
鯛
博
物
館
､
敦

蛙

一
帯
､
省
博
物
館
に
於
い
て
漠
代
遺
姓
の
調
査
を
行

い
､
八
月
二
十
日
解
団
｡

O

北
垣

微
助
手

(西
洋
部

)
は
､
委
任
経
理
金
に
よ
り
､

七
月

1
七
日
大
阪
尊
､
フ
ラ
ン
ス
囲
豆
圏
書
館
､
サ
ン

-

･
ジ

ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
賦
書
館
に
於
い
て
第
三
共

和
政
期
の
新
カ
ン
ト
蔽
共
和
思
想
に
関
す
る
文
献
調

査
及
び
資
料
収
集
､
パ
リ
敢
合
科
学
高
等
研
究
所
レ
イ

モ
ン
･
ア
ロ
ン
政
治
研
究
セ
ン
タ
I
に
於
い
て
情
報

交
換
を
行
い
､
八
月
二

一
日
廉
鯛
｡

O

山
室
信

一
助
教
授

(m
本
部
)
は
､
文
部
省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月

l
日
大
坂
番
､
香
港
市
内
､

カ
ル
カ

ッ
タ
周
透
'
バ
ク
ド
ク
ラ
周
速
､
デ
リ
ー
周

達
､
シ
ン
ガ
ポ
-
ル
周
遠
'
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
周
遠
に

於

い
て
地
域
開
番
と
異
文
化
共
存
に
関
す
る
賛
意
調
査

研
究
を
行
い
､
八
月
二
三
日
蹄
観
O

ヱ
石
井
茂
樹
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
三
日
大
阪
寄
､
中
国
社
舎
科

挙
院
歴
史
研
究
所
､
車
閲
第

7
歴
史
櫓
築
館
､
四
川
省

槽
案
館
､
四
川
省
圏
書
館
､
上
海
囲
書
健
に
於
い
て
清

代
稽
案
及
び
史
籍
調
査
を
行
い
､
八
月
二
三
日
帝
国
｡

･
田
中
雅

山
助
教
授

(西
洋
郭
)
は
､
文
部
省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
七
月
二
三
日
大
阪
馨
､
大
英
博
物

館
に
於
い
て
人
猿
轡
部
門
で
の
寓
庚
研
究
を
行
い
､
八

月
三

一
日
舞
固
｡

｡
勝
村
哲
也
助
教
授

(附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
)

は
､
文
那
智
科
挙
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
二
五

日
大
坂
費
､
ク
マ
サ
ー
ト
大
学
'
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学

に
於
い
て
漢
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
国
際
交
換
シ
ス
テ

ム
構
築
を
行
い
､
八
月
三

一
日
節
国
｡

｡
岡
村
秀
典
助
教
授

(東
方
郡
)
は
'
文
部
省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､
八
月
二
十
日
大
阪
聾
､
中
国
社
食

料
撃
院
考
富
研
究
所
､
洛
陽
工
作
鉱
､
河
南
省
文
物
考

古
研
究
所
､
安
陽
工
作
鈷
'
北
京
大
学
に
於
い
て
中
国

舌
代
都
市
の
考
古
学
的
調
査
を
行
い
､
九
月
三
日
轟

園
O

ヱ
向
田
京
比
子
助
手

(西
洋
郡
)
は
､
七
月
二
〇
日
大
阪

登
､
パ
ド
ヴ
ァ
大
挙
史
撃
科
に
於
い
て
中
世

史
の
研
究

セ
-
ナ
I
に
参
加
､
ヴ

テ
ネ
ッ
ィ
ア
音
文
書
館
に
於
い

て
中
世
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
社
台
史
に
関
す
る
史
料
調
査
､

ポ
ロ
!
ニ
ァ
大
学
に
於
い
て
打
合
せ
を
行
い
､
九
月
七

日
好
団
rJ

｡

森
本
淳
生

助
手

(西
洋
部
)
は
'
九
月

1
日
大
坂
賛
､

フ
ラ
ン
ス
囲
豆
晦
書
館
に
於
い
て
ポ
ー
ル
･
ヴ
ァ
レ

リ
ー
と
同
時
代
思
想
に
関
す
る
研
究
を
行
い
､
九
月
三

〇
日
廃
園
｡

｡
木
島
史
雄
助
手

(東
方
部
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
､

i
O
月
二
〇
日
大
阪
馨
､
ソ
ウ
ル
大

学
校
委
棄
槻
'
ソ
ウ

ル
轡
立
中
央
囲
書
館
､
高
麗
大
挙

校
'
延
世
大
学
校
へ
誠
庵
文
庫
'
故
宮
'
ソ
ウ
ル
園
豆

中
央
博
物
館
に
於
い
て
新
漢
字

コ
ー
ド
系
構
築
の
た

め
の
資
料
収
集
を
行
い
七

一
〇
月
二
四
日
解
団
｡

｡
小
林
博
行
助
手

(円
本
部
)
は
､
文
部
省
科
挙
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
､

一
〇
月
二
〇
日
大
阪
費
､
ソ
ウ
ル
大

撃
校
李
軍
閥
､
ソ
ウ

ル
室
立
中
央
囲
書
館
'
高
麗
大
学

校
､
延
髄
大
学
校
'
誠
魔
文
庫
､
故
宵
､
ソ
ウ
ル
轡
文

中
央
博
物
館
に
於
い
て
新
漢
字

コ
ー
ド
系
構
築
の
た

め
の
資
料
収
集
を
行
い
､

一
〇
月
二
四
日
素
因
｡

｡
金
.
文
京
助
教
授

(東
方
郡
)
は
､
文
部
省
科
翠
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､

1
0
月
二
〇
日
大
阪
蓉
'
ソ
ウ
ル

大
学
､
高
麗
大
学
に
於

い
て
所

蔵
書
籍
の
開
覚
及
び
調

査
を
行
い
､
嶺
南
大
挙
に
於
い
て
中
観
文
学
文
髄
論
的

再
照
明
国
際
撃
術
大
食
参
加
及
び
論
文
登
表
を
行
い
､

一
〇
月
二
七
日
帝
国
｡

｡
安

富
歩
助
手

(日
本
邸
)
は
'
平
成
八
年

1
0
月
二

九
日
大
阪
草
'
ロ
ン
ド
ン
大
学
経
済
撃
部
附
属

サ
ン
ト

リ
ー
･
ト
ヨ
タ
国
際
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
｢繭
大
戦
間

期
の
上
海
金
融
市
場
｣
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行

い
'

1
0
月
二
八
日
原
囲
｡

｡
高
田
時
雄
教
授

(東
方
部
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
､

i
O
月
二
八
t33大
阪
饗
､
ロ
ー
マ
観

豆
囲
書
館
､
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
国
立
囲
書
館
､
キ
ヨ
ソ
ネ

博
物
館
に
於
い
て
漠
等
調
査
を
行
い
､
二

月

二

日

線
図
｡

｡

勝
村
哲
也
助
教
授

(附
廃
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
)

は
､
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
'

二

月

一

七
日
大
阪
磯
､
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
立
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
に
於
い
て
｢楊
守
敬
陶
虚
び
に
嘉
慶
同
光
肇
域

圏
の
電
子
化
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
｣
に
出

席
､
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
挙
に
於
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

の
ア
ジ
ア
探
険
に
関
す
る
資
料
収
集
を
行
い
､
一
心
月
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二
五
日
轟
囲
｡

｡
龍
谷
直
人
助
教
授

(日
本
郭
)
は
､
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､

二

月
二
五
日
大
阪
馨
､
中
央
研

究
院
近
代
史
研
究
所
へ
盛
豆
中
央
線
書
館
毒
漕
分
館
に

於
い
て
南
洋
華
僑
に
関
す
る
国
際
共
同
研
究
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
､

二

月
二
九
日
凝

固
｡

｡
岡

村

秀
典
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
文
部
省
科
撃
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､

二

月
八
日
大
阪
尊
､
別
州
障
物

館
'
北
京
大
学
に
於
い
て
陰
瀬
城
遺
跡
の
調
査
及
び
検

討
を
行
い
､

1
二
月
二
日
蹄
観
｡

｡
洛
田
廠
矢
助
手

(東
方
都
)
は
､
山
二
月
三
日
大
阪
饗
､

香
港
大
学
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
I
に
於
い
て

ln
te
rn
a
tio
n
al
C
o
n
feren
ce
o
n
H
o
n
g
K
o
n
g
a
n
d

M
a
in
C
h
irla
に
出

席

､

上
海
陶

書
館

に
於

い

て
資
料

収
集
'

香
港
大
学
中
文
系
に
於
い
て
七
〇
通
年
紀
念
学

術
討
論
合
に
出
席
し
､

1
二
月

一
三
日
舞
囲
｡

｡
金

文
京
助
教
授

(東
方
都
)
は
､

一
二
月
九
日
大
阪

驚
､
香
港
大
学
に
於
い
て
七
〇
週
年
紀
念
学
術
討
論
合

に
出
席
及
び
論
文
聾
蓑
を
行
い
､

〓

7月

1
六
日
轟

観
｡

O
横
山
俊
夫
助
教
授

(日
本
部
)
は
'
文
部
省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
'

一
二
月
二
二
日
大
阪
蓉
'
両
建
省

師
範
大
軍
に
於
い
て
大
学
内
の
民
俗
研
究
家
に
よ
る

レ
ビ

ュ
ー
を
う
け
､
虚
び
に
関
連
史
跡
の
見
撃
を
行

報

い
､

一
二
月
二
七
日
凝
固
｡

秦

外

国
人
研

究
員

o
T
im

o

t
h

y
Y
u
n
H
u
i
T
su

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
囲
豆
大
学
講
師

義
博
に
お
け
る
日
本
植
民
地
主
義
の
研
究

(比
較
乳
歯

客
員
部
門
)

受
入
数
官

田
中
助
教
授

期
間

四
月
二
八
日
-
1
二
月
三

l
日

o

P
h
iltip
T
u
d
o
r
tla
rrieS

オ

ッ
ク

ス

フ

ォ

ー

ド
大

学

ク
ィ
ー
ン
ズ
撃
寮

フ
ェ

ロ
ー
乗
東
洋
学
部
副
部
長

和

歌
に
お
け
る
語
法
と
修
瀞

(日
本
学
客
員
部
門
)

受
入
教
官

横
山
助
教
授

期
間

九
月

一
日
-
一
九
九
八
年
四
月
三
〇
日

招
碑
外
国
人
単
著

｡
宋

鎮
豪

中
国
社
台
科
学
院
歴
史
研
究
所
研
究
員

｢中
国
舌
代
の
融
合
と
技
箱
｣
の
研
究

受
入
数
宮

田
ゆ
教
授

期
間

三
月
二
〇
m
-
一
一
月
一九
日

｡
周

東
卒

慶
門
大
学
法
学
部
助
教
授

｢六
朝
塵
界
の
問
題
｣
の
研
究受

入
教
官

冨
谷
助
教
授

期
間

四
月

1
日
-
1
九
九
八
年
三
月
三

i
日

｡
Jo
sh
u
a
A
n
d
re
w
F
o
g
e
l

カ

リ
フ

ォ

ル

ニ
ア

大

学
サ

ン

タ
バ
ー
バ
ラ
校
教
授

中
国
史

･
近
代
日
中
関
係
史
の
研
究

受
入
数
官

山
室
助
教
授

期
間

六
月

一
日
-
六
月
三
〇
日

o
F
ra
n
c
o
ise
B
o
tt
ero

フ
ラ

ン
ス

鱗

立
科

撃

セ

ン
タ
ー
研
究
員

漢
字
の
特
質
と
そ
の
諸
問
題

受
入
教
官

高
田
助
教
授

期
間

七
月
八
日
～
l
九
九
八
年
七
月
七
日

｡
李

樹
撃

北
京

市
園
林
科
挙
研
究
所
盆
景
研
究
室

副
主
任

(講
師
)

中
国
の
痔
続
的
庭
園
に
お
b
る
植
物
の
鷹
用
と
造
園

植
物
技
術
の
歴
史
的
研
究

受
入
数
官

田
中
教
授

期
間

<
月

一
日
-
1
九
九
八
年
七
月
三

l
日

｡
L
iv
ia
K
o
h
n

ボ
ス
ト
ン
大
撃
準
教
授

中
国
中
世

に
お
け
る
道
教
の
戒
律
の
研
究

受
入
教
官

吉
川
教
授

期
間

九
月

1
日
～
l
二
月
三

一
日

｡
謝

藤
巻

麹
豆

政
治
大
学
新
聞
系
教
授

漢
字
を
用
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
園
歴
交
換
に
関
す

る
研
究

受
入
数
官

勝
村
助
教
授

期
間

九
月

一
日
～
l,
〇
月
1
五
日

o
謝

清
俊

中
央

研
究
院
資
訊
科
挙
研
究
所
研
究
員

漢
字
寂
び
に
漢
字
を
用
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

と
経
際
交
換
の
研
究

受
入
教
官

勝
村
助
教
授

期
開

九
月

一
日
～

l
〇
月

l
五
日

o
G
erh
a
rt
L
ein
ss

テ

ユ
ー
ビ

ン
ゲ

ン
大

挙
日
本
軍
研
究
所
専
任
洛
師

近
代
日
本
の
麿
と
大
寒
書
に
つ
い
て
の
基
礎
研
究

受
入
教
官

横
山
助
教
授

期
閲

九
月

〓
ハ
臼

-
li二
月

一
五
日

外
国
人
研
究
生

｡
構

法

南
京
大
学
中
国
思
想
家
研
究
中
心
助
理
研
究
員

六
朝
時
期
の
美
術
研
究
～
出
土
文
物
を
中
心
と
し
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東 方 撃 報

て

-

受
入
数
官

僚
布
川
教
授

期

間
四
月

l
日
-
1
九
九
八
年
三
月
三

t
日

｡
M
ich
ael
C
o
m
o

中
鈎
沸
教

の

蓉

達

と
聖
徳
太
子
信
仰
-
蒲
勤
信
仰
と

南
獄
意
思
を
手
が
か
り
に
し
て

受
入
教
官

荒
牧
教
授

期
開

五
月

1
日

～
一
九
九
八
年
三
月
三

i
日

出

版

物

紀
要人

文
撃
報

第
七
十
九
琉

ハ紀
要
常

山
三
二
朋
)

一
九
九
七
年
三
月
二
五
日
刊

人
文
学
報

第
八
〇
淡

(紀
要
第

山
三
三
筋
)

1
九
九
七
年
三

月
1三

日
刊

東
方
学
報

第
六
十
九
東

(紀
要
第

1
三

一
析
)

一
九
九
七
年
三
月
三

一
日
刊

欧
文
紀
要

第
三

1
戟

l
九
九
七
年
三
月
刊

東
洋
学
文
献
皆
目

1
九
九
四
年
度

山
九
九
六
年

1
二
月
二
五
日
刊

一
九
九
七
年
四
月
三

〇
日
刊

東
洋
学
文
穀
セ
ン
タ
-
叢
刊
第
七
新

党
帯
開
園
賓
館
所
蔵
漢
籍
目
線
補
編

高

田

時
雄
編

一
九
九
七
年
五
月
二
五
日
刊

T

H
E
M
A
tN
S
T
q
p
A
O
F
S
IZ
A
H
･J
i
･K
i

p
H
E
R
i

A

C
h
r
o
n
o
lo
g
ic
a
1
0
u
tloo
k

桑
山

正
造
編

叫

九
九
七
年
一〇
月
刊
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研
究
報
告
そ
の
他

前
近
代
中
園
の
刑
罰

!
九
九
六
年

仙
二
月
二
〇
日
刊

所
報

｢人
文
｣
第
四
三
競

!
九
九
七
年
三
月
三

1
日
刊

東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
叢
刊
第
六
新

中
固
造
園
史
文
献
日
録

梅
原

郁
編

田
中

淡
編


